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中山間地の農業と活性化について

　一県の懇談会開催概要一…②～③

出来事・結婚アドバイザー制度ほか…④～⑤

行政体制整備アンケート結果ほか…⑥～⑦

大地の芸術祭・松代の作家ほか…⑧～0

保健福祉計画（1）・人を訪ねて…⑫～⑬

東京発・文芸・松代の自然…⑭～⑮

水道水の水質検査結果ほか……⑯～⑰

町のお知らせ・健診のお知らせほか…⑱～⑲

今月号のカレンダー・お知らせ…⑳～⑳

主
な
内
容

6月は「まちづくり月間」

　住民一人ひとりが、生きること

に喜びと生きがいを味わえる生活

空間を形成するためには、住民の

積極的な参画のもとで、創意と工

夫を生かしたまちづくりを推進す

る必要があります。

　写真は、5月10日の「大地の芸術

祭説明会Jの模様です。参加は100人を超え、報道関係者の取材もあ

りました。また、この日は、町がすすめている生涯学習の『まちおこ

し松代塾』の第1回目でもありました。現在塾生は60人ほどです。

あなたも、町の未来を考えてみませんか。問い合わせは総合セン

ター内生涯学習課まで（智7－2301）。



『八王子との交流活動から』一菅刈・田沢交流会

蘇総

　　　地区の廃校を利用した八王子市職員組合の交

　　流を通して、地元子ども会との合同での農業体

　　　また、何よりも「農家めやる気」意識が出てき

　　　たようですと話す会長の市川長助さん。

『生産組合の活動から』一蓬平生産組合

　生産組合は、昭和62年に設立し、現在20戸で

20㌶の育苗、17㌶の刈取りや22㌶相当分の乾燥

調整を行い、芝峠で農産物の直売や農業体験イ

ンストラクターをしています。制度では、高齢

者の農地を生産組合が中心になって集落で守っ

ていく意識づくりに役立っていますと話す組合

長の若井君男さん。

『あんぽづくりの活動から』一芝峠特産加エ組合

　平成6年から地元で古くからつくられている

あんぼを特産品にしたいと取り組んできました。

昨年は、優良農業経営団体の部で知事賞をいた

だきました。

　制度は、棚田を残していくために良いことで

はないでしょうか。わたしの住む犬伏でも村の

活性化に使おうと計画を立てていますと話す同

組合代表の柳幸子さん。
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『農業経営者から見た制度について』一松代町農業経営者代表会議

乙φ・lll』φ・1”1・r6〉・llII・rひ閣IIll・φ閣Illl・rφ閣lll卜r司卜・1”1・r6ト・叫Il・rr6ト確III rJ卜閣III』」卜Ill腿’φ一lll』r6ト・llI』o』閣III』o』IIII』φIIlll上

◆　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　◆

▲左から、農地の荒廃状況につい

て説明する関谷町長、中山問地で

は畦畔の管理にも手問がかかるこ

撫 　松代町の認定農業者は49人です。それぞれの

人が、指導農業士として集落協定の策定に現在

関わっています。制度の団地では、基盤整備を

行った優良農地を守るといった意識づくりが起

きています。また、以前は消極的だったのが、

地域でも農業に関心を持つ人が増えましたと話

す同会代表の高橋勝美さん。

『集落の生産組合の活動から』一儀明生産組合

1右は説明を聞く平山知事　　　　　　懸

㌧一一一一一一一一一一一慧

とを説明する若井蓬平生産組合長、1

　　　　　　　　　　　　　全
　　　　　　　　　　　　　◆

　　　

雛、

　集落で平成9年に生産組合をつくりました。
平成10年には、生産調整を機会に荒廃農地にそ
ばをつくりました。現在、そばの栽培に加えて、
栽培したそば粉を使った「そば打ち」を行い、

近隣町村でも好評です。女性をはじめインスト

ラクターとしてみんなが活躍しています。制度
では、集落の活性化から集落で体験施設づくケ）

に取り組んでいますと話す副組合長の村松竹・一
さん。
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課題覆灘懇談会　中凶i勉甥の現獣と活性佑の方1

『ドイツから松代、そして松代から世界へ』

▲茅葺屋根の家を利用した竹所集

落のカール・ベンクスさんの家を

訪ねた平山県知事を囲んで1枚。

カール・ベンクスさんについては、

1跨一に紹介記事がありますのでご

覧ください。

　ドイツでも日本と同じように農業の問題があ
ります。健康食品の材料となる少し変わったも

のを作っています。農業は、やはり、工夫する
必要があると思います。

　竹所に茅葺屋根の家に手を加え、6年前に家
をつくりました。

　わたしは松代の雰囲気がとても好きです。独
特の雰囲気で、落ち着くところです、と話すカー

ル・ベンクスさん。

『やはり法人化が必要？』

　名平という6戸の集落で2．5㌶のコシヒカリを

栽培。魚沼産をしのぐ味と好評で、直販にも取

り組んでいます。

　大規模ではなくても、手づく｝）の圃場整備へ

の支援が中山間地は必要です。今は後継者の冊

題があり、現在青色申告をしています、生産公

社か法人化が必要だと思いますと話す武田久さ
ん。

乙r9』・匹Il』o』・llllrひ・1盤1－rひ・Ill卜r■トーllll’rひ・，IIl、ひ・llIllrひ・lll』ひllIl』o』Illll・rρ』・Illl・r6卜・llrl・r6ト・川hひ・511レrひ閣III卜ro』IIll㌧

◆　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　◆

　
2
つ
の
会
場
で
、
司
会
進
行
を
つ
と
め

た
平
山
知
事
は
「
都
市
で
は
癒
し
の
場
と

し
て
農
村
の
自
然
を
求
め
る
人
が
多
く
な
っ

て
い
ま
す
。
価
値
観
が
変
わ
っ
て
き
て
い

る
中
、
条
件
が
不
利
な
中
山
間
地
で
集
落

を
維
持
し
な
が
ら
国
土
も
守
っ
て
が
ん
ば
っ

て
い
る
、
そ
う
し
た
こ
と
へ
の
理
解
が
国

民
的
合
意
に
つ
な
が
っ
て
ほ
し
い
も
の
で

す
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

『川西町から元気な情報を発信』

『きっかけは山村留学』

　昭和39年に川西町岩瀬に嫁いで
きて、地元の人以上に地元に詳し

い住民となりました。今、来年オープンの仙田
交流会館をどうやっていこうかと渋海川沿いの

4集落15人程で活動を起しています。食事の提
供がわたしたちの役割です、昨年から素材とな
る自然薯の栽培をはじめました。

　直接支払い制度で、50戸程の集落に「あれを
やろう、これをやろう」といった若い人たちが

出てきました。過疎地ですが、明るい兆しを感
じていますと話す金子弘子さん。

▲会場からは、「農地法や農振法の運

用」、「不在者地主への対応」、や「農

村交流の通年化」についての課題が

指摘されていました。

　また、「直接支払い制度を、集落営

農にどういかしていくか考えていか

なければ」と十日町農協の関谷安則

松代支所次長は話していました。

　米専業に今年5㌶。山村留学17年目で130人の

子どもを迎え入れてきました。現在，民宿を3

一・聾＿　　流
1，騨夢　　　擬
◆　　　　　，　　　　　　帯

◆

◆

i『枯木又工コミュー一ジアム』
争

戸で手がけ3年目。1，000人が訪れ、何とか給料を払っていま
す。

　最近も京都から75歳の夫婦が滞在し「管理されない自然が
いい」と話していました。また、環境映像を製作する人が来
ていました。この地域の映像は、非常に価値があるようです。

　直接支払制度について、農家は手のかかる場所を順に捨て

てきました。しかし、今後は簡単に捨てられない、それは酷
な話のようです。また、土地が整備されない場所への受け皿
には、現状では限界があケ）ます、と話す田中富士雄さん。

㌧，＿＿幡岬ψ卿
φ，＿，＿州1、ψ州1，ψ，ll，

φ，II睡ψ，II“、φ，岬，◎，岬，φ明脾、ψ，診

十日町市枯木又は16戸65人、その
うち40歳以下の夫婦7組を数えます。

地域では、内外の会員200人で枯木又エコミュー

ジアムを作って活動をしています。

　わたしは、450羽のニワトリの平飼いと田を1

㌶。黒米12㌃を栽培、これは加工販売していま
す。今、山菜への可能性についても大切にした
いと考えています。

　担い手について、地域に学校を残し、外から
入ってきてもらう。そして、まず農家の子弟を
増やすことも大切ですと話す山田栄さん。
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」
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会
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飼7回舩㈹量呂ロ紗暫勿申やシ7㊥爵自壱愛偲腓冒恥臼窃目

　澄みわたる空とブナ林のそよ風を楽しみ、音楽

に親しむ『松代ミュージックキャンプ』を今年も

開催します。国内外で活躍する演奏家の皆さんと

レッスンやコンサートを楽しみませんか。

期間　8月11日㈹～13日（日）

会場　松代町生涯学習センター

対象及び人員

　1）中学・高校生の部　80人

　2）学生・一般の部　　45人

内容　サクソホォンなど金管楽器

申込要項の請求及び問い合わせ

　松代ミュージックキャンプ実行委員会　若井

　「「942－1526

　松代町松代5316－3㈲ワカイ測量内

　　　　　　智02559－7－2561圃02559－7－2548

　　　　　講師の紹介

●フルート　　　　　　●トロンボーン

湯本　洋司　　　　　倉石　　寛
●クラリネット　　　○ホルン
村井　佑児　　　　　　目高　　剛

●サクソフォン、　　●テユーバ
須川　展也　　　　　　久保　翻憲

市川　早苗　　　　　●マりンバ・

●トランペット　　　　　パーカッシ籍ン
藤井　裕子　　　　　　山口多嘉子

安藤真美子
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盛況でした　千々岩英一と上田晴子コンサート

　5月11日、ふるさと会館でのコン

サート、千々岩さんは、フランスで

活動していて、今回国内2ヶ所で公

演。その1つを当町で行いました。

7月1日は、ミッシェル・アリニョンと上田晴子のデュオコンサート

“クラリネットの神様”、アリニョンさんと上田さんの音楽を

お楽しみください。

O日時7月1日（土）
開場18：30　開演19：00

0会場　ふるさと会館2Fホール
O入場料　2，000円（当日500円増）

Oチケット　ふるさと会館内1F常
春他

oプログラム　シューマン：幻想小曲集OP．73ほか

O問い合わせ　企画振興課（智7－2220）

昨年の感動を再び　大島彰コンサート

障害をのりこえた電子オルガン奏者の大島さんのコンサー

トが実現しました。大島さんの音楽と語りをお楽しみください。

O日時7月3日（月）
開場17：00　開演17：30

0会場　ふるさと会館2Fホール

o入場料無料
O問い合わせ　企画振興課（暦7－2220）

1結婚へのアドバイスや　　　　l

I　　　相談を行っています　匠
1　　　　　　　　　　　匠1　ご利用ください　結婚アドバイザー制度　1

號ヒゴヒ3ヒヒゴヒ」ヒヒヒヒヒヨヒゴヒゴヒ」ヒゴヒ士ゴヒゴヒゴヒヨピ躍

謁FヨFrFrFrFFFFrFF弓FηFFFFFF司FFF規

　町では、今年から結婚へのアドバイスや相談

に応じる結婚アドバイザー制度をはじめ、「しあ

わせ推進員」として松代の小山武司さん（暦7－

3876）、室野の関キヨ子さん（智8－2408）を委嘱

しました。結婚についての相談やアドバイスに

応じていただいています。

　また、今まで結婚についての相談窓口があケ）

ませんでしたが、社会福祉協議会、生涯学習課、

住民課が連携して「しあわせ推進員」の支援を

行っていますので、気軽にご相談ください。

　なお、直接「しあわせ推進員」との相談を希

望する方は、自宅の方に連絡をしてください。

○問い合わせ先

松代町社会福祉協議会（暦7－3700デイサービ

スセンター内）または、松代町教育委員会生涯

学習課（費7－2301総合センター内）役場住民課

結婚アドバイザーの係まで。
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翻
Φ

歌
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艦

早稲田大学との交流

　

齢奥島緩：畏も松代i出店の吊沼隠…

1δ￥げa棚…翼遷だ

ン灘　　　一

　
5
月
2
1
日
に
早
稲
田
大
学
西

早
稲
田
キ
ャ
ン
パ
ス
で
の
物
産

展
で
は
、
峠
の
茶
屋
、
日
の
出

そ
ば
の
協
力
を
得
た
実
演
販
売

が
好
評
で
し
た
。

　
7
月
に
は
町
内
小
学
校
の
5

年
生
が
同
大
学
の
理
科
実
験
教

室
「
ユ
ニ
ラ
ブ
」
に
参
加
し
ま

す
。 オ

ー
ル
早
稲
田
文
化
週
問

好
評
！
　
松
代
の
昧

　
松
代
の
魅
力
を
満
喫
し
よ
う
と

早
稲
田
大
学
交
友
会
父
兄
の
子
ど

も
た
ち
4
～
6
年
生
5
0
名
が
7
月

末
日
か
ら
松
代
を
訪
れ
ま
す
。

　
今
回
は
じ
め
て
の
試
み
と
し
て

行
わ
れ
る
も
の
で
、
自
然
や
天
体

の
観
察
会
を
松
苧
ド
ミ
ト
リ
ー
に

宿
泊
し
な
が
ら
予
定
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
迎
え
入
れ
る
早
稲
田
大

学
協
力
会
の
木
戸
さ
ん
は
「
冬
の

ス
キ
ー
な
ど
今
後
は
1
年
を
と
お

し
て
松
代
を
P
R
し
た
い
」
と
話

し
て
い
ま
し
た
。

　
な
お
、
木
戸
さ
ん
は
「
来
年
か

ら
蒲
生
の
早
稲
田
セ
ミ
ナ
ー
ハ
ウ

ス
の
運
営
も
協
力
会
が
行
う
予
定

で
す
。
現
在
社
員
を
募
集
し
て
い

る
ほ
か
、
交
流
事
業
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
を
広
く
募
っ
て
い
ま
す
。
今
後

は
、
効
率
的
な
運
営
を
め
ざ
し
、

利
用
す
る
人
に
松
代
の
よ
さ
を
伝

え
た
い
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

　
今
後
の
活
動
に
期
待
し
た
い
と

こ
ろ
で
す
。

　
早
稲
田
協
力
会
へ
の
問
い
合
せ

は
、
菅
井
太
一
さ
ん
（
セ
ミ
ナ
ー

ハ
ウ
ス
費
7
1
2
1
2
9
）
ま
た
、

利
用
に
つ
い
て
は
小
山
敏
男
さ
ん

（
太
平
7
1
2
3
8
9
）
ま
で
。

こ
の
夏
、
早
大
交
友
会

父
兄
の
子
ど
も
た
ち
が

松
代
体
験
を
計
画
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　3月に東頸城郡町村会が実施した「行政体制整備に関する住民意識調査」では6町村が￥

郡全体の集計結果が出た段階で広報に掲載することにしました。そして￥結果がこのほど

まとまりましたので．概要をお知らせします。

　郡全体では￥対象者17，873人（当町3，700人）のうち￥回答した人は15，165人（2，891人）

で．回答率は84．8㌫（78㌫）でした。分析は松代町の結果について述べたのもです。

　なお。十日町広域事務組合においても広壌行政体制整備検討委員会を組織し￥圏域内の

これからのあり万について検討しています。

①あなたは町村合併についてどのようにお考えですか。

有効回答者割合（郡全体）

わか胤

合併の必

要はない
13．7％

積極的に合併すべきだ

　　　　12．7％

　　齢鐸関
　　灘漢3．
　　・．3iiiiii．

　　のきまここヨこぎこぎヨおき

　●器：：3333繋33器3
勇i．器iiiiiiii馨iiiiiiii
●●●●●●●●o●●●●●●o●●o●●

　●●●●■●●●●●●●●●●

　　＝ii潟　将来合併すべきだ

　　　　　　　28．4％

広域行政を充実すれ

ば合併の必要はない

　　　　21．1％

有効回答者割合（松代町）

わから鐡

合併の必要はない

　　　　13％

積極的に合併すべきだ

　　　　　11％

iiiiii難iiiii…嚢

　●●●●●●●●●■●0●■●●●●●
　●●●●●●●●●●●●●●●D●●

　　o●●o●●o●●o●●9●
　　●●●●■●●●●●●○

将来、合併す
べきだ

　　27％

広域行政を充実すれ
ば合併の必要はない

　　　　23％

「積極的に合併すべきだ」、

「将来合併すべきだ」は

合わせて38％、「底域行政

を実施すれば合併の必要

はない」、「合併の必要は

ない」はあわせて36％と

なっており．ほぽ同数と

なっています。

　年齢的には若年層．ま

た、職業別では公務員、

団体職員がより多く合併

を望んでいます。

②「積極的に合併すべきだ」、「将来合併すべきだ」と回答された方にお聞きします。あなたが考えておられる合併の具体的な形1こついて該当する番号に○をつけてください。

有効回答者割合（郡全体） 有効回答者割合（松代町）

周辺町村と合併した後、周
辺市町村がひとつになる

　　　　　　7．9％
中頸城郡内の周辺　　　　　　その他

町村と合併する

中魚沼郡内の

周辺町村と合
併する

　　1．2％

東頸城郡内の周辺

町村と合併する

　　　38．8％

上越市と合併する

　　　31．9％

十日町市と合併する

　　　　15．5％

　　周辺町村と合併した後、周
　　辺市町村がひとつになる
　　　　　　　　　　その他　　　　　　　　　6％　　　　　　　　　　　0％
中頸城郡内の周辺
町村と合併する
　　　　　　　　　　　上越市と合併する
　　　　0％　　　　　　　　　　　　　　　6％
灘徽灘iiiiiiiii…，，

　　　　　　　　　O　O　O●●●●●●●●O●●●●●●●●●

　　　　　　　●●●○●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●o
　　　　　　●●o●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●

　　　　●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●o●●●●●●●●●■●●●●●●●■●
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　じ　　　　　の
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　の　　　　　　　　　の　　　　　　

東頸城郡内の周Oiiliiiiiiiii装講lliii装iiiiiliii＝

辺町村と合併　　●諜iilii難i離iiiiiiiiiiii3●

　　　21％　　“33iiiiiii…iii…iiii3＝：’

　　　　　　　………●●　　十日町市と合併する

　　　　　　　　　　　　　　　　66％

「十日田蒲と創i井」方輸6％

と多数を占めています。

　年齢的には若年層が若

干、「上越市との合併」を

望んでいました、

　また、職業別では家事

労働の方に「十日町市と

合併」と答えていました。
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③町村が合併することで良くなると、思うことについて、2つまでお答え下さい。

有効回答者割合（松代町）

わからない　その他

　　22％　　　2％

「財政基盤の安定」、「行

政の効率化」、「大規模事

業の実施」等が期待され

ています。

　このほか、「よくなら

ない」というご意見も多

数ありました。

うになる

になる

社会活動

晃参加爪

されるよ

なる

　　3％

　　　．．．3
　　．333333．

　．333333器3
　．：：333333：3

33：333333333
333333器器3：．
●●●●●●●●●●●333

　　　＝i：．
　　．3ii……i．．

　3iiiiiiiiii＝
　．3i…iiiiiiiiiiii

3iiiiiiiiiiiiiiiii：
●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●

のわくが
くなり，

膜な計画

えるよう

る

12％
町村間の

一ッ・文化施 なり、行

地域内に平 （奉仕）ズ

こ作られる

広い地域で、行
政が行われる

　　　　11％

役場の組織体制
の効率が良くな

り、行政能力が

向上する

　　　　14％

　　　　　　　　　　　　町村の財政基
　　　　　　　　　　　　盤が安定し、
　　　　　　　　　　　　自主的な運営
　　　　　　　　　　　　ができる
　　　　　　　　　　　　　　　15％

　　　　　　　　　町村間の格差がなく
　　　　　　　　　なり、行政サービス
　　　　　　　　　（奉仕）が向上する

　　　　　　　　　　　　　　　12％
3％　　規模の拡大により地域の競争

　　力が強化され、活気がでる
　　　　　　　　　　　　6％

　　　　有効回答者割合（郡全体）
　　　　　　　　その他
　　　　　　　　　　1．2％
　　わからなし、
　　　　　　　　　　　　広い地域で行政が行われる
　　　　　17．5％
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　10．1％
地域社会活動　　　　　　　　　　　　　　役場の組織体制
や住民参加が、　　　　　　　　　　　　　の効率が良くな

重視されるよ　　　　　　．．　　　　　　り・行政能力が
うになる　　　　　．．3iiiii　　　　　　向上する

　　　2．6％　3iiiiiiiii　．…iiii、．　12・3％
　　　　　　●●●●●●●●●●●　　　　　　　　　　　　　　　●●o●●●●●●
　　　　　　●●●●●●●●●●●●　　　　　　　　　　　　　　●●●●●●●●●●●
　　　　　　●●●●●●●●●●●●●　　　　　　　　　　●o●●●●●●●●●●●●
　　　　　　●●●●●●●●●●●●●　　　　　　　　 ●●●●●●●●●●●●●●●
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　りのりり　　　の　　　　　
町村のわくが　　　　　　　　・糊雛33器：；辮

大きくなり、　　　　　　　　　　　　　　　町村の財政基
大規模な計画　　　　　　　　　　　　　　　盤が安定し、

が行えるよう　　　　　　　　　　　　　　　自主的な運営

になる　　　　　　　　　　　　　　　　　　ができる

　　11．5％　　　　　　　　　　　　　13．9％

スポーツ・文化施　　　　　　　　　町村間の格差がなく
設が・地域内に平　　　　　　　　　なり、行政サービス

均的に作られる　　　　　　　　　　（奉仕）が向上する

　　　　　2・7％　　　　　　　　11．0％
　　　　　　　規模の拡大により地域の競争
　　　　　　　　力が強化され、活気がでる

　　　　　　　　　　　　　　　　　5．2％

④町村が合併することで、あなたは心配なことがありますか。

叢役場が遠くなり、住民

の声が届きにくくなる」、

「中心部に行政機能が集中

し、周辺地域が衰える。」、

「従来のきめ細かいサービ

スが期待できない。」等が

多数を占めました。

有効回答者割合（松代町）

　　わからなし、

　　　　　9％

いまある町村

名が消える

　　　　6％

その他

　1％
従来のきめ細かい行
政サービス（奉仕）

が期待できない

　　　　　　18％

口
が
辺
ろ
　
％

人
能
周
と
　
2
1

に
機
、
お

部
政
し
が

心
行
中
域
る

中
や
集
地
え

有効回答者割合（郡全体）

　　　　　　　　　その他
　　　　　　　　　　0．6％
　　　　　わからなし、

　　　　　　　　7．1％

いまある町村名

が消える

　　　　5。6％

きめ細かい行政サー

ビス（奉仕）が期

待できない

　　　　18．2％

　　　　　町村の伝統や
　　　．．33．個性がなく
　．．33ii…iiiiii　なっていく

・3iiiiiiiiiiiiiiiii　　　　　10％

住民の要求に応えた行政
サービスができなくなる

　　　　　　　　8％

　　　　小さな地域社会
　　　　がなくなり、地
　　　　域づくりに参加
　　　　しにくくなる
　　　　　　　　　6％

身近にあった役場が遠く

なり、住民の声が届きに

くくなる

　　　　　　　　21％

中心部に人

ロや行政機
能が集中し、

周辺地域が

おとろえる

　19．1％

住民の要求に応え

た行政サービスが
できなくなる

　　　　8．4％

●●●●●●●●■●●●●■■●●●
●●●●●●●●●■o●●●●●●●●

身近にあった役場が
遠くなり、住民の声
が届きにくくなる

　　　　　18．2％

や
く
　
％

統
な
く
3

伝
｛
い
9
。

の
カ
て

村
性
つ

町
個
な

小さな地域社会

がなくなり、地
域づくりに参加
しにくくなる

　　　　6．0％

⑤町村合併を推進する場合、どのようなことが大切だと思いますか。

有効回答者割合（松代町）

　町村合併の推進につい

ては住民の意見を聞きな

がら理解を得て実施すべ

きとのご意見が多数でし

た。

　　　　　わからない

　　　　　　　13％
国や県が合併する町
村に対して財政面か
ら特別な支援をする

　　　　　　15％
国や県が、

強力に合併
を推進する

　　　2％

その他

　1％
　　合併の目的や合併後の新
　　しい町・村づくり等につ
　　いて、積極的に広報を行
　　い、住民の理解を得る

　　　　　　　　　　36％
逼

　　　●●●

　●”●●●●●●●●”●●●　興
　●0●　●●●●●●●●●●●●●●●●

●■　●●●●●●●o●●●■●●●●●●●●●●●■　●●●

欝

　　　　有効回答者割合（郡全体）

　　　　　　　　　その他
　　　　　　　　　　0．5％

　　　　　　　　　　　　　合併の目的や合併後の新
　　　　　　　　　　　　　しい町・村づくり等につ
国や県が合併す　　　　　　　　　いて、積極的に広報を行
る町村に対して、
　　　　　　　　　　　　　い、住民の理解を得る
財政面から特別
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　33．1％
な支援をする

町村長が、

強力に合併
を推進する

　　　2％

議会が、強力に
合併を推進する

　　　　2％
住民が、強力に
合併を推進する

　　　　　3％

住民投票を実施す

るなど、合併につ
いての意見を聞く

　　　　　26％

国や県が、

強力に合併
を推進する

　　1．5％

町村長が、強力に

合併を推進する

わからない
11．0％ 合併の目謎

しい町・杓
併す いて、積極
して、

特別
る
．
0
％

い、住民¢

．3i：．

．33333：3：．

．3iiiiiiiii…ii3．．

　　　　　　◎お．：33器3：32器3：332：33．

．333333333333：3333認3333”

カに
．：：：3：：；：33：＝3：：333器33：：333：

33：＝＝3＝：器3器3：＝：：3333器：＝3＝●

●3333333333333333器3333’●

する ●●＝器：3iiii33：33◎● 住民招

．2％ など、

の住賃
｛
、 強力に
争推進する

1．6％
住民が、強力に
合併を推進する

　　　　2．9％

住民投票を実施する

など、合併について
の住民の意見を聞く

　　　　　24．7％
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も
っ
と
知
り
た
い

『
大
地
の
芸
術
祭
』

　
大
地
の
芸
術
祭
に
つ
い
て
詳
し
く
知
り
た
い
と
い
っ
た
問
い
合
わ
せ
が

広
報
係
に
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
そ
こ
で
、
今
回
問
い
合
わ
せ
の
多
か
っ
た
項
目
に
つ
い
て
、
広
報
執
筆

の
関
谷
哲
郎
さ
ん
と
事
業
を
す
す
め
て
い
る
新
潟
県
企
画
調
整
部
地
域
政

策
課
副
参
事
の
渡
辺
斉
さ
ん
か
ら
ご
登
場
い
た
だ
き
、
内
容
を
対
談
形
式

に
係
で
ま
と
め
て
み
ま
し
た
。

1
里
創
プ
ラ
ン
の
目
的
と
し
て
い
る

も
の
は
な
ん
で
し
ょ
う
。

　
産
業
の
転
換
期
と
人
の
流
れ
が
変

わ
っ
て
き
て
い
ま
す
。
癒
し
と
か
健

康
、
自
然
と
か
が
求
め
ら
れ
て
い
ま

す
。
む
し
ろ
こ
の
地
域
は
開
発
さ
れ

て
い
な
い
分
魅
力
が
あ
り
、
日
本
の

原
風
景
が
残
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
雪
が
降
る
、
そ
う
い
っ
た
中
で
伝

統
が
培
わ
れ
て
き
た
と
こ
ろ
で
も
あ

り
ま
す
。
そ
う
し
た
素
材
に
加
え
て
、

ま
だ
ま
だ
人
情
（
ホ
ス
ピ
タ
リ
ィ
テ
ィ
）

や
温
か
さ
が
あ
り
ま
す
。
も
ち
ろ
ん
、

近
年
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
崩
壊
が
あ
り

ま
す
。

　
内
側
か
ら
も
か
わ
っ
て
い
ま
す
。

公
共
事
業
は
、
日
本
、
E
U
、
合
衆

国
と
も
に
8
0
兆
円
ほ
ど
で
す
が
、
今

後
も
同
じ
額
を
行
っ
て
い
け
る
状
態

で
は
な
い
わ
け
で
す
。

　
新
し
い
介
護
や
福
祉
情
報
の
問
題

も
あ
り
ま
す
。
産
業
の
再
編
成
が
行

わ
れ
て
い
ま
す
。
そ
う
し
た
中
で
い

ろ
い
ろ
の
素
材
を
活
か
し
て
質
の
高

川1川1川川III川III川III”II””Illlll”1”llIllIIIIlllIlll“lllI

い
交
流
を
行
う
。
人
が
訪
れ
、
ビ
ジ

ネ
ス
に
つ
な
げ
て
い
く
こ
と
が
大
切

で
す
。
そ
の
き
っ
か
け
づ
く
り
と
し

て
ア
ー
ト
を
取
り
入
れ
て
み
ま
し
た
。

皿
今
回
の
事
業
が
「
妻
有
」
に
集
約

さ
れ
て
い
ま
す
。
6
年
前
の
津
南
で

の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
も
松
之
山
郷
が

消
え
て
し
ま
っ
た
こ
と
を
、
佐
野
良

吉
さ
ん
を
は
じ
め
中
魚
沼
の
方
が
と

て
も
乱
暴
の
よ
う
だ
と
言
わ
れ
ま
し

た
。
歴
史
に
関
心
の
あ
る
人
は
そ
の

よ
う
に
考
え
て
い
ま
す
。

　
お
話
し
は
正
論
だ
と
思
い
ま
す
。

『
妻
有
郷
松
之
山
郷
ア
ー
ト
ネ
ッ
ク
レ

ス
』
と
い
う
こ
と
も
考
え
ら
れ
ま
し

た
。
し
か
し
、
そ
の
前
の
年
に
構
成

市
町
村
で
『
妻
有
郷
観
光
協
会
』
と

い
う
の
を
作
っ
て
い
ま
し
た
。
外
に

向
っ
て
P
R
を
す
す
め
る
上
で
違
う

名
称
で
は
混
乱
も
起
き
ま
す
。
そ
こ

で
越
後
を
冠
し
て
『
越
後
妻
有
』
と

し
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＼

設置中の立木泉さんの作品　エルムグリーン＆ドラグセットさん（デン　野外彫刻を多く手がける橋　大岩オスかル幸雄さん（ブラジル）の作晶「カ・

は、水をテーマにしたもの。マーク・ノルウェー）の作品から。テーマ　本真之さんのオブジェから。かし」から。松代小5年生児童とワークショップ

　　　　　　　　　　　　　は、「文化輸出、何が輸出されるのか？」。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　でできた作品と一緒に展示されることになります。

赤

ト

ン

ボ

⇔
作
品
に
つ
い
て

　
わ
た
し
は
、
こ
の
土
地
に
4
回
ほ

ど
来
て
い
ま
す
。
印
象
は
赤
と
ん
ぼ

の
里
で
し
た
。
い
ろ
い
ろ
な
プ
ラ
ン

が
頭
の
中
に
あ
り
ま
す
。

⇔
芸
術
祭
に
つ
い
て

田
　
中
　
信
太
郎

　
自
然
を
残
し
た
中
に
2
1
世
紀
の
も

の
を
チ
ラ
リ
と
入
れ
る
、
こ
れ
は
い

い
こ
と
で
す
。
芸
術
祭
は
、
外
部
の

人
が
い
い
と
評
価
し
て
も
、
内
部
の

人
は
、
朝
か
ら
晩
ま
で
付
き
合
う
わ

け
で
す
。
そ
う
し
た
中
で
、
ど
う
い

う
風
に
受
け
入
れ
ら
れ
る
か
、
ま
た
、

反
発
が
出
る
こ
と
も
あ
る
で
し
ょ
う
。

大
切
な
こ
と
は
、
「
世
の
中
に
こ
ん
な

も
の
が
芸
術
と
し
て
と
お
っ
て
い
る

ん
だ
」
と
い
っ
た
こ
と
を
感
じ
る
こ

と
で
す
。

　
地
域
の
人
も
風
景
も
変
わ
っ
て
い

く
中
で
、
た
だ
、
安
易
に
経
済
効
率

で
変
え
る
の
で
は
な
く
て
、
た
た
ず

ま
い
を
残
し
な
が
ら
変
え
な
い
と
、

結
局
は
根
無
し
草
に
な
り
ま
す
。
こ

の
芸
術
祭
が
な
け
れ
ば
、
単
な
る
国

の
施
策
で
イ
イ
、
イ
イ
と
行
っ
て
し

さ
ん

ま
う
。
実
際
、
新
幹
線
の
駅
1
つ
と
っ

て
も
日
本
中
ど
こ
へ
行
っ
て
も
同
じ

物
を
つ
く
っ
て
し
ま
う
の
で
す
、
わ

た
し
た
ち
の
国
は
。
そ
う
い
う
こ
と

は
い
け
な
い
と
い
っ
た
き
っ
か
け
に

な
っ
て
く
れ
れ
ば
い
い
で
す
ね
。
も

ち
ろ
ん
地
域
に
溶
け
込
ん
で
く
れ
れ

ば
い
い
で
す
。
何
か
を
呼
び
起
こ
し

て
く
れ
る
き
っ
か
け
に
な
っ
て
く
れ

れ
ば
い
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
わ
た
し
の
住
む
日
立
地
区
は
、
家

電
が
外
国
へ
、
そ
し
て
車
の
部
品
産

業
も
な
く
な
っ
た
、
重
工
業
も
ほ
と

ん
ど
仕
事
が
な
い
。
原
子
力
の
本
家

本
元
で
す
が
、
そ
れ
も
な
く
な
っ
て

き
て
い
る
、
ど
ん
ど
ん
過
疎
で
す
。

空
き
地
が
増
え
、
青
空
が
ど
ん
ど
ん

広
く
な
っ
て
き
ま
し
た
。
仕
事
が
な

い
か
ら
、
若
い
人
が
帰
っ
て
こ
な
い
、

人
が
い
な
い
の
で
す
。

　
変
化
す
る
中
で
、
芸
術
は
、
昔
は

こ
う
だ
っ
た
と
い
う
こ
と
の
良
さ
を

残
し
な
が
ら
、
こ
れ
か
ら
は
こ
う
な

け
れ
ば
い
け
な
い
、
と
い
っ
た
地
域

の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
に
沿
っ
た
イ

メ
ー
ジ
を
つ
く
る
と
き
の
起
点
に
な

り
ま
す
。
わ
た
し
た
ち
の
作
品
が
そ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＼
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皿
前
段
が
な
く
、
地
域
お
こ
し
だ
か

ら
、
と
い
う
説
明
で
は
納
得
で
き
な

い
と
い
う
声
を
耳
に
し
ま
す
。

　
今
回
の
事
業
で
は
、
オ
ー
プ
ン
に

議
論
し
て
い
く
こ
と
に
行
政
が
慣
れ

て
い
な
い
感
じ
が
し
て
い
ま
す
。
し

か
し
、
個
々
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
な

ど
を
と
お
し
て
参
加
す
る
人
が
多
く

な
る
に
つ
れ
て
、
事
業
に
関
わ
る
人

が
増
え
て
い
ま
す
。
圏
域
で
の
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ
や
説
明
会
は
枷
回
以
上

し
て
き
ま
し
た
。

　
オ
ー
プ
ン
に
し
て
き
た
の
で
、
い

ろ
い
ろ
な
問
題
が
出
て
き
た
の
も
事

実
で
す
。
逆
に
今
ま
で
の
公
共
事
業

は
ク
ロ
ー
ズ
に
し
て
き
た
か
ら
、
問

題
は
出
て
こ
な
か
っ
た
部
分
が
あ
り

ま
す
。

　
今
回
の
事
業
を
通
し
て
地
域
が
自

立
し
て
も
ら
い
た
い
、
そ
う
し
た
き
っ

か
け
に
な
っ
て
も
ら
い
た
い
と
思
い

ま
す
。
む
し
ろ
、
時
代
は
そ
の
よ
う

に
動
い
て
い
ま
す
。
今
回
の
事
業
は
、

日
本
で
も
は
じ
め
て
の
取
り
組
み
で

す
。
方
法
論
と
し
て
も
新
し
い
ソ
フ

ト
で
す
。
地
域
を
担
う
人
材
の
育
成

も
視
野
に
入
れ
て
い
ま
す
。

W
議
論
を
深
め
な
が
ら
す
す
め
て
い

く
こ
と
が
大
切
で
す
。
行
う
以
前
に

プ
ラ
ン
が
ど
ん
ど
ん
出
て
し
ま
う
と

い
う
人
が
い
ま
す
。

　
で
る
杭
は
打
た
れ
る
風
潮
は
あ
り

ま
す
、
し
か
し
、
そ
う
い
う
人
を
盛

り
立
て
る
こ
と
も
必
要
で
、
地
域
の

力
に
な
り
ま
す
。
地
域
の
文
化
を
掘

り
出
し
、
地
域
を
盛
り
上
げ
、
応
援

す
る
こ
と
で
、
生
き
て
い
こ
う
と
か
、

夢
、
展
望
が
生
ま
れ
る
と
思
い
ま
す
。

　
こ
の
I
T
社
会
で
こ
こ
に
住
も
う

と
い
う
人
は
生
ま
れ
る
と
思
い
ま
す
。

実
際
に
カ
ー
ル
・
ベ
ン
ク
ス
さ
ん
は
、

民
家
を
保
存
し
な
が
ら
松
代
に
い
ま

す
。
そ
う
い
っ
た
人
を
増
や
す
こ
と

も
大
切
で
す
．

V
わ
た
し
た
ち
の
地
域
で
問
題
が
あ

る
と
す
れ
ば
、
ど
う
い
う
こ
と
で
し
ょ

う
。　

地
域
の
印
象
、
誇
り
を
持
っ
て
生

き
て
い
な
い
、
愛
着
を
持
っ
て
生
き

て
い
な
い
、
自
信
を
持
っ
て
生
き
て

い
な
い
と
い
っ
た
心
の
問
題
が
あ
る

と
思
い
ま
す
。
こ
の
事
業
で
そ
う
し

た
部
分
が
、
変
わ
っ
て
く
れ
れ
ば
い

い
と
思
い
ま
す
。
そ
の
た
め
に
は
外

か
ら
認
め
ら
れ
る
と
い
う
の
は
重
要

で
す
し
、
文
化
と
い
う
の
は
、
色
々

な
人
た
ち
と
の
出
会
い
か
ら
刺
激
を

受
け
る
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。
大
地

の
芸
術
祭
を
続
け
て
い
く
間
に
、
各

集
落
に
世
界
の
方
が
関
わ
れ
る
よ
う

に
し
て
い
け
た
ら
い
い
と
思
い
ま
す
。

（
次
ぺ
ー
ジ
）

灘
、
’

’
ぶ
　
“

⊇1

る　　制作中の白井美穂さんの作品は、製作中のクリスチャン・ラピさん

関宮沢賢治「注文の多い料理店」を（フランス）の作品は、山城や砦

。　　題材にしたもの。　　　　　　　をモチーフにしたもの。

、
浦
着
鳳

辮綴
蕪
瞭

の
と
き
波
紋
を
起
こ
す
こ
と
が
で
き

れ
ば
い
い
で
す
ね
。

　
芸
術
は
、
短
い
時
間
で
認
知
さ
れ

ま
す
。
小
学
生
が
は
じ
め
て
見
て
、

そ
れ
を
認
知
し
、
高
校
に
行
き
、
大

学
に
行
く
。
も
の
が
見
え
る
よ
う
に

な
る
の
に
1
5
年
も
あ
れ
ば
い
い
の
で

す
。
お
そ
ら
く
松
代
の
子
ど
も
は
、

10

年
も
す
る
と
芸
術
に
関
し
て
は
世

界
と
共
通
の
も
の
を
持
っ
た
大
人
に

な
っ
て
い
ま
す
、
目
で
、
記
憶
で
。

そ
う
す
る
と
、
怖
く
な
い
の
で
す
、

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
に
い
よ
う
が
ロ
ン
ド

ン
に
い
よ
う
が
、
「
こ
れ
は
う
ち
の
町

に
も
あ
る
」
と
い
う
こ
と
か
ら
世
界

的
な
空
間
の
レ
ベ
ル
に
一
気
に
上
が

り
ま
す
。

　
宇
部
や
神
戸
で
も
そ
う
や
っ
て
、

作
家
が
出
て
き
て
い
ま
す
。
も
し
、

な
け
れ
ば
、
い
ま
だ
に
寒
い
と
こ
ろ

に
裸
の
像
が
立
っ
て
い
る
だ
け
が
芸

術
だ
と
い
っ
た
街
だ
っ
た
で
し
ょ
う
。

　
　
　
　
　
　
．
．
躍
纏
雛
、
叢
，
．
“
灘
“

　
　
　
　
　
　
　
鱗
、
5

　
〆
　
　
　
　
　
　
　
　
ソ

　
　
　
　
　
　
　
　
タ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
》

　
　
　
　
　
　
　
　
　
例
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W
将
来
展
望
は
「
い
い
な
」
と
思
い

ま
す
。
し
か
し
、
広
域
市
町
村
の
、

合
併
に
結
び
つ
け
る
人
が
い
ま
す
が

そ
の
辺
は
い
か
が
で
し
ょ
う
。

　
町
村
合
併
が
さ
さ
や
か
れ
て
い
ま

す
。
し
か
し
、
そ
の
こ
と
よ
り
も
、

む
し
ろ
プ
ラ
イ
ド
を
持
っ
て
生
き
る

こ
と
が
大
切
な
の
で
は
。
お
れ
が
、

お
れ
が
、
と
い
う
意
識
が
重
要
で
す
。

そ
こ
で
手
を
つ
な
ぐ
べ
き
と
こ
ろ
は

つ
な
ぐ
こ
と
が
大
切
で
す
。
結
果
と

し
て
ど
う
い
う
選
択
を
す
る
か
は
地

域
が
判
断
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
歴
史
や
地
域
が
培
っ
て
き
た
文
化

を
発
信
し
よ
う
と
い
う
も
の
で
す
か

ら
、
大
事
に
し
て
い
き
た
い
と
思
っ

て
い
ま
す
。
た
だ
、
全
体
の
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
名
と
し
て
『
越
後
妻
有
』
と
し

た
だ
け
の
こ
と
で
、
そ
の
こ
と
に
つ

い
て
は
触
れ
た
と
お
り
で
す
。

　
何
よ
り
も
持
っ
て
生
ま
れ
た
地
域

は
大
切
に
す
べ
き
で
す
。
そ
こ
に
住
む

人
の
心
の
問
題
は
解
決
で
き
な
い
で

し
ょ
う
。
ま
た
、
家
庭
で
あ
り
、
家
庭

の
延
長
で
あ
る
集
落
が
い
き
い
き
と

暮
ら
し
て
い
け
る
こ
と
が
重
要
で
す
。

　
ま
た
、
経
済
的
な
合
併
は
み
ん
な

で
落
ち
て
い
く
こ
と
に
な
り
か
ね
な

い
。
基
本
的
に
は
、
し
の
ぎ
を
削
り

あ
い
な
が
ら
連
携
す
べ
き
は
連
携
し

よ
う
と
い
う
こ
と
で
し
ょ
う
。
そ
う

し
た
構
造
が
つ
く
れ
る
か
ど
う
か
で

し
ょ
う
。
こ
こ
ろ
ざ
し
が
高
く
、
夢

を
持
っ
て
情
熱
を
持
っ
た
人
が
で
て

き
て
も
ら
う
こ
と
が
大
切
で
す
。
行

政
と
住
民
が
汗
を
か
き
、
が
ん
ば
っ

た
か
が
問
わ
れ
る
と
思
い
ま
す
。
の

ん
べ
ん
だ
ら
り
と
し
た
地
域
と
の
差

は
、
こ
れ
か
ら
確
実
に
つ
い
で
い
く

時
代
で
す
．

　
お
互
い
こ
の
町
の
未
来
を
築
こ
う

と
い
う
姿
勢
が
大
切
で
す
。
国
や
県

が
何
で
も
面
倒
を
み
る
時
代
は
終
わ

り
ま
し
た
。
日
本
全
国
同
じ
規
格
で

行
っ
た
こ
と
へ
の
反
省
も
あ
り
ま
す
。

独
自
で
こ
こ
に
し
か
な
い
と
い
う
地

域
づ
く
り
が
必
要
で
す
。

　
ま
た
、
ど
う
地
域
の
情
報
を
だ
し
＼

灘
　
ひ

垂脾

関谷哲郎さん

W
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
こ
へ
び
隊
に
つ

い
て
伺
い
ま
す
。

　
わ
た
し
の
と
こ
ろ
に
は
4
時
間
も

い
ま
し
た
。
楽
し
い
人
た
ち
で
す
。

通
訳
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
し
て
く
れ

て
い
る
人
も
い
ま
す
ね
。
そ
う
し
た

学
生
が
何
度
も
こ
こ
を
訪
れ
る
環
境

を
作
り
た
い
も
の
で
す
。

　
し
か
し
、
彼
ら
は
、
松
代
と
十
日

町
は
同
じ
地
域
だ
と
思
っ
て
い
ま
し

た
よ
。
わ
た
し
が
郡
も
違
う
と
こ
ろ

て
い
く
か
で
す
。
プ
ロ
セ
ス
を
大
事

に
し
た
い
と
い
う
の
が
そ
こ
に
あ
り

ま
す
。
そ
し
て
、
地
域
の
文
化
を
掘

り
下
げ
て
い
く
こ
と
が
大
切
で
す
。

掘
り
下
げ
る
と
色
々
な
ヒ
ン
ト
が
見

え
て
き
ま
す
。
ま
た
、
問
題
も
見
え

て
き
ま
す
。
ど
う
発
信
し
て
い
く
か

と
い
う
と
き
は
世
界
的
な
才
能
に
加

わ
っ
て
も
ら
う
、
新
し
い
知
恵
を
入

れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
松
代
に
ま
た
別

の
形
で
オ
リ
ジ
ナ
ル
な
も
を
発
信
で

き
ま
す
。
ど
こ
で
も
イ
メ
ー
ジ
で
き

る
箱
物
で
は
き
び
し
い
、
ど
う
い
う

プ
ロ
グ
ラ
ム
や
展
開
を
発
信
し
て
い

く
か
を
考
え
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

県企画調整部地域振興

課の渡辺斉さん

だ
と
教
え
る
と
「
妻
有
の
た
め
に
来

た
の
だ
け
ど
」
と
い
う
。
郷
も
違
う

こ
と
を
教
え
る
と
「
エ
ー
、
違
う
ん

だ
」
と
驚
い
て
い
ま
し
た
。
予
備
知

識
を
入
れ
て
地
域
に
く
れ
ば
良
か
っ

た
ね
と
話
す
と
「
そ
ん
な
機
会
全
然

あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
」
と
言
っ
て
い

ま
す
。
中
に
は
「
松
代
は
十
日
町
と

同
じ
地
域
だ
と
思
っ
て
い
ま
し
た
、

知
ら
な
い
で
い
た
こ
と
が
腹
立
た
し

い
」
と
言
う
人
も
い
ま
す
。

　　大地の芸術祭
一各市町村共通パス券を発行一

　お求めは、ふるさと会館内1Fアートトリエ

ンナーレセンター（観光案内ブース）まで。

　前売券：大人1，500円、大学生・シルバー一1，000

円、小・中・高校生500円で発売中。（姪7－3000）

（町民には無料パス券を後日配布します）

　
お
金
を
払
っ
て
人
を
雇
う
の
は
大

変
で
す
。
そ
う
い
う
中
で
「
俺
た
ち

が
や
り
ま
す
」
と
い
っ
た
人
た
ち
が

で
て
き
ま
し
た
。
共
感
し
た
美
術
建

築
系
の
学
生
が
「
こ
へ
び
隊
」
で
す
。

し
か
し
、
地
域
性
に
つ
い
て
事
前
指

導
を
す
べ
き
で
し
た
。

皿
松
代
の
「
食
と
農
」
の
テ
ー
マ
に

つ
い
て
伺
い
ま
す
。
ま
た
、
「
道
の
駅
」

と
し
た
方
が
わ
か
り
や
す
い
が
関
連

性
が
持
て
る
で
し
ょ
う
か
。

　
日
本
の
カ
ロ
リ
ー
べ
ー
ス
は
4
0
新

を
切
り
ま
し
た
。
世
界
的
な
人
口
増

で
中
国
が
食
糧
輸
入
国
に
な
り
つ
つ

あ
り
ま
す
。
ま
た
、
異
常
気
象
で
今

後
食
糧
政
策
は
大
き
な
課
題
と
な
り

ま
す
。
　
一
方
で
地
球
環
境
の
問
題
が

あ
り
ま
す
。
そ
う
し
た
中
で
、
こ
の

地
域
は
、
山
里
の
中
で
棚
田
で
稲
を

作
り
な
が
ら
、
森
と
共
生
し
な
が
ら

循
環
社
会
を
築
い
て
き
ま
し
た
。
こ

れ
は
、
今
後
新
し
い
時
代
に
人
類
が

生
き
て
い
く
う
え
で
モ
デ
ル
と
な
る

と
思
い
ま
す
。

　
大
切
な
の
は
、
食
べ
る
物
と
そ
れ

を
生
産
す
る
農
業
の
問
題
が
脚
光
を

浴
び
る
と
思
い
ま
す
。
そ
の
と
き
に

こ
の
地
域
が
生
き
て
き
た
知
恵
、
例

え
ば
ご
み
を
出
さ
な
い
。
ゼ
ロ
エ
ミ
ッ

シ
ョ
ン
と
い
う
こ
と
が
発
信
で
き
る

と
思
い
ま
す
。
そ
う
い
う
意
味
で
食

と
農
の
テ
ー
マ
と
し
ま
し
た
。
ま
た
、

ほ
く
ほ
く
線
を
中
心
に
、
下
り
た
と

こ
ろ
で
棚
田
を
気
づ
か
せ
る
、
ア
ー

ト
を
そ
こ
で
展
開
す
る
、
そ
こ
に
雪

国
農
耕
文
化
村
を
持
っ
て
く
る
こ
と

は
、
交
流
の
拠
点
と
な
り
道
の
駅
と

な
り
、
共
生
す
る
と
感
じ
て
い
ま
す
。

農
業
が
経
済
的
な
部
分
で
し
か
論
じ

て
い
な
い
。
井
上
久
さ
ん
が
言
う
よ

う
に
文
化
と
し
て
の
側
面
が
出
て
い

な
い
、
こ
れ
は
残
念
な
こ
と
で
し
た
。

　
今
後
は
、
そ
う
し
た
新
し
い
提
案

が
こ
の
地
域
か
ら
出
て
く
る
の
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。
そ
う
な
る
と
松

代
に
対
し
て
外
部
か
ら
大
き
な
応
援

が
出
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
そ
う
し
た
こ
と
も
、
大
地
の
芸
術

祭
に
期
待
し
た
い
ー
つ
で
す
。
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里創ブラン銘

記念グッズ制作の詳細が決まる

　　　一あなたも加わりませんか一

今回、こへび隊がボランティアでTシャツやバンダ

ナ、キーホルダーなどの商品デザインを用意しました。

参考にしながら、記念グッズづくりをしませんか。つ

くったグッズはトリエンナーレセンターで販売もでき

ます。

なお、詳細は次のとおりですので、詳しいことは事

務局まで。

1）ロゴマークの使用　包装紙は無料、届け出が必要

実行委員会で作成したロゴマークを包装紙等に利用

する場合は無料です。営利目的に利用する場合は5％

の手数料が必要になります。いずれも実行委員会に届

け出が必要になります。

2）キャラクターの使用　届け出による協議

へびやタマなど今までポスター等で使用したキャラ

クターを使用したグッズを作る場合は実行委員会に届

けたうえで、著作権者と協議が必要になります。

3）アーチストのデザインについて

　2）の場合と同じになります

4）トリエンナーレセンターでの委託販売について

各市町村のトリエンナーレセンターで委託販売を希

望する場合、20％の手数料が必要となります。

灘
f
㌧
イ

・Pf．、，

大地の芸術祭を成功させよう
一毎週土曜日に定例会
　　　　地元の芸術祭サポートチームー

芸術祭に関わってみたい、自分の持っている語学、

人脈、趣味、職業を生かしてみたい、世代・地域を越

えた人と交流したい、「こへび隊」の協力をしたい、自

分にできることを見つけたい…そんな人たちの集まり

がこのサポートチーム、ただ今82名です。

わたしたちは、芸術祭の情報を地域内外に発信する

情報発信班、作家来日スケジュールの把握やワークショッ

プの準備運営を手がけるワークショップ班、その他、

イベント班、トリエンナーレ班等、「こへび隊」と連携

をとりながら活動をしています。

サポートチームには、芸術はわからなくともいいし、

誰でも入れます。ぜひたくさんの人から仲間に加わっ

てもらいたいと思います。

わたしたちの活動を詳しく知りたい方は、土曜日に

運営本部で定例会を行っていますのでお気軽においで

ください。

また、本部には内容を掲示していますので、ご照会

ください。　　　　　　　　　　（智0257－57－2637）

難　一

聾
　
　
羅

　
　
　
　
藤

　
　
　
　
醸

小
さ
な
親
父
が
見
る
大
き
な
夢
は

　
　
　
　
　
　
　
村
山
達
三

　
　
　
　
　
　
　
（
松
代
町
松
代
）

　
大
地
の
芸
術
祭
に
は
今
ま
で
経
験

し
た
こ
と
の
な
い
数
十
万
人
規
模
の

人
た
ち
が
訪
れ
ま
す
。
芸
術
の
み
な

ら
ず
さ
ま
ざ
ま
な
角
度
か
ら
も
新
時

代
の
幕
開
け
と
し
て
期
待
で
き
る
も

の
と
思
わ
れ
ま
す
。

　
わ
た
し
の
関
わ
る
作
家
は
、
奇
抜

な
お
じ
さ
ん
で
、
わ
た
し
の
よ
う
な

変
な
お
じ
さ
ん
と
、
す
っ
か
り
意
気

投
合
し
て
い
ま
す
。
こ
の
作
家
の
名

前
は
間
島
領
一
さ
ん
で
、
今
回
わ
た

し
は
、
間
島
さ
ん
の
「
マ
ジ
マ
ー
ト
・

イ
ン
・
松
代
」
の
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
カ
ー

を
担
当
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

こ
の
車
で
松
代
の
全
ア
ー
ト
作
品
を

見
学
で
き
る
よ
う
た
だ
今
準
備
中
で

す
。
そ
し
て
、
地
元
文
化
を
紹
介
す

る
コ
ー
ス
も
加
え
て
、
芸
術
祭
の
あ

と
、
一
部
コ
ー
ス
は
駅
か
ら
の
ト
レ
ッ

キ
ン
グ
コ
ー
ス
と
し
て
P
R
し
た
い

と
、
里
創
の
夢
を
追
い
求
め
て
い
ま

す
。
み
な
さ
ん
も
松
代
に
お
い
で
く

だ
さ
い
。
駅
で
わ
た
し
が
待
っ
て
い

ま
す
。

講

川
と
生
き
る

　
　
　
　
　
　
　
徳
井
　
芳
隆

　
　
　
　
　
　
（
中
里
村
堀
之
内
）

　
宮
中
島
に
温
泉
が
で
き
、
2
回
の

圃
場
整
備
で
美
田
に
生
ま
れ
変
わ
っ

た
こ
の
地
が
、
昔
、
川
で
あ
っ
た
な

ど
誰
も
考
え
で
も
み
ま
せ
ん
。
今
回

の
大
地
の
芸
術
祭
で
磯
部
先
生
に
お

会
い
し
、
作
品
『
川
は
ど
こ
へ
行
っ

た
』
の
構
想
を
お
聞
き
し
「
昔
は
信

濃
川
の
本
流
だ
っ
た
」
と
い
う
話
に

「
そ
う
な
ん
だ
」
と
思
い
ま
し
た
。
実

際
の
こ
と
を
ご
存
知
な
の
は
、
明
治

生
ま
れ
の
人
た
ち
し
か
い
な
い
で
し
ょ

う
。
し
か
し
、
も
し
そ
の
川
が
復
元

で
き
れ
ば
す
ば
ら
し
い
こ
と
だ
と
思

い
、
感
動
し
ま
し
た
。
早
々
に
、
わ

た
し
は
関
係
者
に
お
話
し
し
、
賛
同

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
、

地
権
者
の
皆
さ
ん
に
ご
協
力
ご
理
解

を
い
た
だ
け
る
よ
う
努
力
を
し
た
い

と
思
い
ま
す
．

　
今
回
の
こ
と
を
と
お
し
て
、
地
元

の
子
ど
も
た
ち
に
も
川
に
つ
い
て
語

り
続
け
て
欲
し
い
も
の
で
す
。
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松代町保健医療福祉計画書の概要（1．介護保険計画）

①要介護者等の将来推計

　当町の高齢化率：平成10年で33．5％→平成16年は39．4％（平成11年4月現在は34．8％）。

　当町の状態別要介護者：平成10年は186人→平成16は198人に増加する見込み。

　（人）

250

200

150

100

50

0

186一一←一 192一十一194一→一195十197十198
24 、　56 59

4
8
9

39

81

53

12

84

58

6
8

7

54

10

脚毒絢

　　　　　0

85
”§鱒

　　　　8

一羅暮

　　　86

塵挙・藍

42 43 44 45 45 46

継　幌

平成10年平成12年平成13年平成14年平成15年平成16年

　　　　　　状態別要介護者の推計

←在宅から

の移行分

要介護度

ラ》そク
状　　　態

要　支　援

日常生活を遂行する能力は基本的には備わって

いるが、歩行・立ち上がりなどに一部不安定さ

が見られ、場合によって一部介助が必要となる。

要介護度1
日常生活を遂行する能力の中では、歩行・立ち
上がりなど全般にわたり不安定さが見られるこ
とが多く、一部介助又は全介助の場合がある。

要介護度2
日常生活を遂行する能力の中では、歩行など自

力ではできない場合があり、一部介助又は全介
助の必要がある。

要介護度3
日常生活を遂行する能力について自力で行うこ
とができず、全介助の必要がある。

要介護度4
日常生活を遂行する能力がかなり低下しており、

全面的な介助が必要である。

要介護度5
日常生活を遂行する能力が著しく低下しており、

生活の全般にわたって全面的な介助が必要。

要介護度の状態

②主なサービスの必要量と目標確保の方針

サービス種類別必要量・整備目標量 サービス確保の方策
施設サービス（特別擁護老人ホーム等）

・特別養護老人ホームを整備し、必要者数に対し、全者が入所でき

るサービスを確保する方針です。

年度 サービス必要量 整備目標量
HI2 53 53

HI6 59 59

単位（人）

在
宅
サ
ー
ビ
ス

ホームヘルプ ・社会福祉法人、J　Aおよび民間事業者の参入によン）サービスを確
保する方針です。

・松代町では、ホームヘルパー研修を実施し3年間で200人程度の増
員を図る予定です。

・各集落の住民に対し住宅ヘルパーの設置等に努め安定したサービ
スの提供を目指します。

年度 サービス必要量 整備目標量
HI2 159 159

HI6 186 186

単位（人・回／週）

通所サービス
・当町のデイサービスセンターを核としてサービスを確保します。

・その他、隣接市町村の社会福祉法人におけるサービスを確保する

方針です。

年度 サービス必要量 整備目標量
HI2 109 109

HI6 H5 H5
単位（人・回／週）

ショートステイ

・社会福祉法人によりサービスを確保する方針です。

年度 サービス必要量 整備目標量
HI2 128 128

HI6 134 134

単位（人・週／6月）

家族介護用品の支給（市町村特別給付） ・費用の助成によりサービスの確保を図ります。

③事業費の見込み

　下表の費用見込みを踏まえ、当町の保険料基準額を3，000円としました（内、200円は市町村特別

給付に相当します）。

　　　　　　　　　　　　介護保険事業に係る費用の見込額　　　　　　　（単位：千円）

年　　度 Hl2 Hl3 田4 3ヶ年合計

施設サービス　計 187，853 213，936 222，799 624，588　・

在宅サービス　計 104，747 122，222 148，852 375，821

市町村特別給付費用 3，708 3，852 3，936 Il，496

財政安定化基金搬出金 4，398
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カ
ー
ル
・

　
　
ペ
ン
ワ
ス
ε
ん
と

　
　
　
　
　
　
協
力
者
た
お

　
古
い
家
の
な
い
ま
ち
は
、
思
い
や

り
の
な
い
人
と
同
じ
で
す
ー
こ
れ
は

日
本
画
家
の
東
山
魁
夷
の
言
葉
で
す
。

か
っ
て
は
こ
こ
松
代
で
も
、
先
祖
代
々

受
け
継
が
れ
て
き
た
古
い
家
々
が
邑

を
形
成
し
て
い
ま
し
た
。
そ
れ
が
、

戦
後
の
価
値
転
換
、
す
な
わ
ち
新
し

い
も
の
、
西
欧
的
な
も
の
に
価
値
が

あ
り
、
日
本
の
伝
統
的
な
も
の
、
文

化
財
な
ど
を
除
く
古
い
も
の
は
価
値

が
な
い
、
と
い
う
考
え
方
が
広
ま
っ

た
こ
と
に
よ
り
、
無
数
の
価
値
あ
る

も
の
が
失
わ
れ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

　
特
に
建
築
に
お
い
て
、
こ
こ
3
0
年

の
新
築
ブ
ー
ム
が
与
え
た
ダ
メ
ー
ジ

は
甚
大
で
し
た
。
博
物
館
に
展
示
さ

れ
る
よ
う
な
、
文
化
財
的
な
も
の
は

残
り
ま
し
た
が
、
人
々
の
生
活
や
環

境
と
調
和
し
た
も
の
の
結
晶
で
あ
る

民
家
が
、
突
如
、
な
ぎ
倒
さ
れ
る
よ

う
に
姿
を
消
し
は
じ
め
た
の
は
今
か

ら
3
0
年
ほ
ど
前
、
ち
ょ
う
ど
カ
ー
ル
・

ベ
ン
ク
ス
が
初
め
て
日
本
を
訪
ね
た

頃
で
し
た
。

　
こ
の
「
皆
伐
」
の
波
は
松
代
に
も

押
し
寄
せ
て
い
ま
し
た
。
自
然
豊
か

力一ル・ベンクスさんが

手がけた最初の家

な
妻
有
郷
の
地
で
は
、
こ
の
地
の
気

候
を
よ
く
知
っ
た
職
工
が
、
こ
の
地

で
産
出
さ
れ
る
建
材
を
使
い
、
こ
こ

で
の
生
活
に
適
し
た
家
を
つ
く
っ
て

た
は
ず
で
す
。
ま
さ
に
そ
れ
こ
そ
自

然
と
技
術
の
調
和
、
貴
い
文
化
の
結

晶
体
で
し
た
．

　
カ
ー
ル
・
ベ
ン
ク
ス
は
こ
の
日
本

の
現
状
を
「
日
本
人
は
宝
石
を
捨
て

て
砂
利
を
買
っ
て
い
る
」
と
表
現
し

て
い
ま
す
。
し
か
し
彼
は
こ
こ
松
代

に
宝
石
を
見
つ
け
ま
し
た
。
そ
し
て

そ
れ
を
磨
い
て
い
ま
す
。
そ
れ
は
貴

重
な
も
の
を
た
だ
保
管
・
保
存
す
る

の
で
は
な
く
、
価
値
を
保
ち
、
さ
ら

平山知事と関谷町長に部屋の中を案

内するカールさん（中央）

に
引
き
だ
す
た
め
の
し
み
の
作
業
で

す
。
民
家
を
古
い
形
の
ま
ま
保
存
す

る
の
で
は
な
く
、
現
在
の
生
活
に
適

し
た
も
の
に
し
て
共
存
し
て
ゆ
く
作

業
で
す
。

　
こ
の
春
、
カ
ー
ル
・
ベ
ン
ク
ス
＆

ア
ソ
シ
ェ
イ
ツ
と
い
う
法
人
が
、
竹

所
を
本
拠
地
と
し
て
、
職
人
の
皆
さ

ん
、
松
代
、
竹
所
の
皆
さ
ん
に
支
え

ら
れ
な
が
ら
、
静
か
に
動
き
は
じ
め

ま
し
た
。
カ
ー
ル
・
ベ
ン
ク
ス
を
含

め
目
下
社
員
は
3
人
で
す
が
、
今
、

私
た
ち
の
ま
わ
り
に
は
ま
さ
に
「
思

い
や
り
」
を
も
っ
た
ア
ソ
シ
ェ
イ
ツ

（
協
力
者
た
ち
）
の
輪
が
広
ま
っ
て
い

ま
す
。
　
　
　
　
（
文
・
佐
藤
宣
子
）

カ
ー
ル
ベ
ン
ク
ス
＆
ア
ソ
シ
エ
イ
ト
有
限
会
社

m
ヨ
象
菩
Φ
品
ω
◎
ぎ
ヨ
。
8
⊃
b
Φ
む

〒
兜
－
脇
　
新
潟
県
東
頸
城
郡
松
代
町
大
字
竹
所
鵬

　
　
　
智
0
2
5
5
9
1
8
－
2
4
9
9

　
　
　
圃
0
2
5
5
9
1
8
1
2
6
9
0

匿『彊認、、謬墨調
現在手がけている家の前で地域の人

と楽しむ
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5
月
n
日
、
上
越
支
部
の
食
生
活

改
善
推
進
委
員
会
の
総
会
が
ふ
る
さ

と
会
館
を
会
場
に
行
わ
れ
、
㎜
人
が

集
ま
り
ま
し
た
。
総
会
の
あ
と
、
「
健

康
日
本
2
1
こ
れ
か
ら
の
食
推
活
動
」

と
題
し
て
、
北
里
大
学
保
健
衛
生
専

門
学
院
、
熊
谷
秀
子
さ
ん
の
記
念
講

演
も
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
熊
谷
さ
ん
は
講
演
で
、
「
2
0
世
紀
は

さ
ま
ざ
ま
な
病
気
に
つ
い
て
原
因
が

解
明
さ
れ
、
治
療
が
進
歩
し
た
時
代

で
し
た
。
2
1
世
紀
は
、
生
活
習
慣
病

や
介
護
の
予
防
に
向
け
た
健
康
づ
く

「｝

り
が
大
切
で
、
地
域
住
民
が
健
康
づ

く
り
の
中
核
を
担
っ
て
い
く
こ
と
が

重
要
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

し
し
ぽ
ロ
キ
キ
ロ
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地
域
の
生
活
習
慣
病
予
防
に
生
か
し
て
く
だ
さ
い
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5
月
2
9
日
、
総
合
セ
ン
タ
ー
に
お

い
て
当
町
と
松
之
山
町
の
女
性
3
0
人

ほ
ど
が
栄
養
講
習
会
を
行
い
ま
し
た
。

今
後
8
回
の
講
習
会
を
両
町
で
予
定

し
て
い
ま
す
。
問
い
合
わ
せ
は
、
住

民
課
保
健
衛
生
係
ま
で
。

1
栄
養
講
習
会
開
催
1

尊

．
購
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新
緑
が
目
に
し
み
万
物
が
躍
動
す

る
季
節
と
な
り
、
多
忙
な
毎
巳
が
続

き
ま
す
。
健
康
な
か
ら
だ
に
福
宿
る

と
申
し
ま
す
。
健
康
と
事
故
に
は
注

意
し
た
い
も
の
で
す
。
私
は
い
つ
も

あ
わ
て
ず
騒
が
ず
を
心
掛
け
て
い
ま

す
。
こ
れ
が
か
ら
だ
を
事
故
か
ら
守

る
秘
訣
だ
と
思
い
ま
す
。
そ
し
て
食

べ
物
は
う
ま
い
も
の
で
も
腹
八
分
。

　
ふ
る
里
の
や
ま
に
向
か
っ
て
言
う

こ
と
な
し
、
幾
つ
に
な
っ
て
も
ふ
る

里
は
懐
か
し
い
も
の
、
特
に
松
代
弁

や
ふ
る
里
論
。
東
京
松
代
会
新
年
総

会
は
松
代
弁
の
オ
ン
パ
レ
ー
ド
。
“
や

や
や
”
、
“
お
ま
え
ば
っ
か
し
ゃ
”
、

“
た
っ
し
ょ
だ
か
い
”
、
“
い
っ
さ
だ
っ

　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　畠　r　　　　　　　　　　　　　　　一　σ　　　　　　　　　　　　　　薗　■　　　　　　　　　　　　　　富　σ　　　　　　　　　　　　　　嘗　9　　　　　　　　　　　　　盧　9　　　　　　　　　　　　　幽　8　　　　　　　　　　　　酋　r　　　　　　　　　　　　－　8　　　　　　　　　　　　層　」　　　　　　　　　　　層　　　　　　　　　　　　0　r　　　　　　　　　　－　9　　　　　　　　　　－　9　　　　　　　　　－　r　　　　　　　　　一　σ　　　　　　　　　一　9　　　　　　　　－　9　　　　　　　　－　9　　　　　　　－　9　　　　　　　－　9　　　　　　欝　9　　　　　　－　9　　　　　　曹　9　　　　　－　9　　　　　響　，　　　　一　」　　　　響　’　　　　甲　■　　　贋　9　　　層　　　一　　　一　　－　　一　　一　9曹　9－　9

私
が
生
ま
れ
育
っ
た
所

関
谷
　
熊
太
郎

　
茨
城
県
猿
島
町
在
住
（
千
年
・
鉄
京
）

け
の
”
、
な
ど
な
ど
。
“
マ
マ
マ
”
、
と

固
い
握
手
を
し
な
が
ら
目
頭
が
う
る

む
。
後
は
立
て
板
に
水
の
如
く
に
松

代
弁
が
続
き
あ
ご
の
骨
が
シ
ッ
コ
チ

ゲ
ル
よ
う
だ
と
大
笑
い
。
あ
の
人
も

こ
の
人
も
笑
顔
、
笑
顔
で
手
を
握
り
、

肩
を
た
た
い
て
再
会
を
懐
か
し
む
。

　
故
郷
を
出
て
み
ん
な
や
み
く
も
に

働
い
て
き
た
。
光
陰
矢
の
ご
と
し
と

い
う
が
、
私
も
今
八
十
四
歳
、
来
し

方
を
思
い
、
啄
木
で
は
な
い
が
、
じ
っ

と
手
を
見
る
こ
の
頃
だ
。
望
郷
の
念

耐
え
が
た
く
四
月
上
旬
松
代
町
を
訪

ね
た
。
越
後
湯
沢
か
ら
ほ
く
ほ
く
線

に
乗
り
換
え
る
。
近
く
の
ス
キ
ー
場

は
残
雪
が
ま
ば
ら
で
、

東京

だより

と
こ
ろ
ど
こ

ろ
黒
土
に
黄
色
い
ふ
き
の
と
う
が
目

に
入
る
。
好
天
に
恵
ま
れ
、
八
海
山

が
真
っ
白
に
輝
き
美
し
い
。

　
心
地
よ
い
春
風
が
車
内
を
吹
き
抜

け
、
や
が
て
十
日
町
。
思
い
出
の
駅

だ
、
昔
こ
こ
で
ス
ッ
ペ
を
買
っ
て
履

き
替
え
竹
製
の
コ
ウ
リ
を
背
中
に
ず
っ

し
り
と
背
負
い
前
に
は
子
ど
も
た
ち

の
土
産
を
ど
っ
さ
り
さ
げ
A
タ
オ
ル

で
鉢
巻
を
し
て
松
代
ま
で
歩
い
た
も

の
だ
。
喉
が
渇
け
ば
残
雪
の
ザ
ラ
メ

雪
を
口
一
杯
ほ
う
ば
っ
て
五
時
間
か

け
て
家
に
着
く
。
苦
し
か
っ
た
反
面

楽
し
か
っ
た
。
忘
れ
ら
れ
な
い
泣
き

笑
い
人
生
で
す
。
あ
れ
か
ら
五
〇
年
、

今
は
十
一
分
で
到
着
で
す
。

　
松
代
駅
前
広
場
で
両
手
を
あ
げ
て

深
呼
吸
、
空
気
が
う
ま
い
。
婆
さ
ん

に
”
空
気
が
う
ま
い
ぞ
、
腹
い
っ
ぱ
い

吸
い
込
め
”
と
い
っ
て
二
人
で
し
ば

ら
く
深
呼
吸
し
て
千
年
へ
向
か
っ
た
。

　
松
代
と
千
年
は
近
く
感
じ
た
。
千

年
橋
は
高
く
立
派
に
な
っ
た
。
下
手

を
見
る
と
古
い
急
な
上
り
坂
の
道
路

が
見
え
た
。
昔
あ
の
上
り
坂
を
木
炭

車
の
青
バ
ス
が
煙
を
モ
ク
モ
ク
あ
げ
、

ド
デ
カ
イ
音
を
出
す
が
上
れ
な
い
。

運
転
手
が
乗
客
に
頭
を
下
げ
て
、
バ

ス
の
後
を
押
し
て
く
だ
さ
い
と
お
願

い
す
る
。
お
金
を
払
っ
て
バ
ス
の
あ

と
押
し
、
本
当
の
話
で
す
ぞ
。

　
昔
田
圃
だ
っ
た
所
は
ス
キ
ー
場
に

な
っ
て
い
る
、
千
年
の
村
も
変
わ
っ
た
。

大
型
車
が
轟
音
を
残
し
て
走
り
去
る
、

道
路
は
広
く
都
会
並
み
に
な
っ
た
。
”
二

五
三
は
立
派
に
な
っ
た
”
と
い
っ
た

ら
婆
さ
ん
が
“
そ
れ
は
ど
こ
の
人
だ

い
”
と
い
う
。
”
二
五
三
号
線
国
道
の

こ
と
だ
よ
”
と
二
人
で
大
笑
い
。

　
千
年
で
は
三
日
間
も
お
世
話
に
な
っ

た
。
ど
こ
の
家
に
も
門
先
に
雪
割
草

が
咲
い
て
い
る
。
軒
並
み
雪
割
草
の

ガ
ー
デ
ニ
ン
グ
。
雪
割
草
は
実
に
美

し
く
、
松
代
の
人
の
心
の
よ
う
に
あ

た
た
か
味
が
あ
る
。

　
あ
の
人
に
も
こ
の
人
に
も
会
え
、

楽
し
い
お
話
を
沢
山
お
聞
か
せ
頂
け

た
。
私
達
の
知
ら
な
い
顔
も
多
く
な
っ

た
が
誰
も
が
親
切
で
心
温
か
く
話
し

て
く
だ
さ
り
、
優
し
い
人
ば
か
り
だ
。

都
会
で
は
味
わ
え
な
い
自
然
食
も
一

杯
い
た
だ
い
た
、
望
郷
の
心
も
充
分

に
癒
し
て
も
ら
え
ま
し
た
。
お
土
産

も
ど
っ
さ
り
、
心
の
お
土
産
も
胸
い
っ

ぱ
い
頂
き
ま
し
た
。
駅
の
ホ
ー
ム
ま

で
送
っ
て
頂
き
厚
く
お
礼
申
し
上
げ

ま
す
。
ま
た
、
来
る
日
ま
で
、
山
も

川
も
皆
さ
ま
も
ど
う
ぞ
お
達
者
で
。

　
ふ
る
里
の
皆
様
あ
り
が
と
う
ご
い

ざ
ま
し
た
。

〈会のうごき〉

（1）松代町との懇談会

　5／11、東京松代会三役が松代町

を訪問し、役場から関谷町長、関谷

助役、高橋教育長、柳総務課長、関

谷企画振興課長、町議会からは石野

議長、小堺副議長、そして松寿大学

から美濃和学長のご参席をえて、約

2時間にわたン）懇談させていただき
ました。

　東京松代会10周年記念事業の基本

構想をめ一ぐって意見を交換し、また

地元町民各層との交流や意思疎通を

深める方途についても貴重なご提言

をいただきました。

（2）組織委員会（5／16）

　新会員募集対策について検討しま
した。

（3）第3回企画委員会・10周年記念事

　業実行委員会（6／13）

　10周年記念事業の具体的計画につ

いて検討します。前半は下記の四分

科会とし、後半は全体会議というか
たちで行う予定です。

〔10周年記念事業プロジェクトチーム〕

祝賀会：小堺重三郎、萬羽三蔵、佐

　　　　藤正則、若井謙一、片山徳

　　　　重、小堺朝毅

会　報二若井幸、井上正美、米持雅

　　　　朗、宮沢長三

記念品：山岸弘政、笠原清、佐藤直

　　　　義、田辺勇治

募　金：牧田典夫、鈴木茂雄、石野

　　　　士、小堺一男、松山利英、

　　　　若井喜作
〈つどい〉

7／1　東京新潟県人会婦人部　第
15回「華のフェスティバル」…池袋サ

ンシャインシティ　プリンスホテル

7／20　東京新潟県人会90周年記念

式典ならびに祝賀会…帝国ホテル
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晋露
お

u
μ
　／

　　～
、1

　
　
　
ヌ
　
ロ
　
ロ

　
　
　
継
　
蝸

　
・
、
疹
陵
／

孔
　
　
〆
鐸
　
．
”

癬
／
、
、
ー
　
　
　
’
－

　
　
し
ぶ
み
句
会

電
車
来
る
度
に
ひ
ら
ひ
ら
桜
散
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
紅
　
茶

そ
こ
に
だ
け
風
を
呼
ん
で
る
竹
の
秋

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
辰
　
風

五
月
晴
落
慶
な
り
し
林
泉
寺

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
六
　
花

三
原
山
外
輪
山
の
花
吹
雪

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
枯
水

心
あ
て
の
花
散
り
果
て
し
神
田
川

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
淡
　
水

雪
の
路
地
宙
返
り
し
て
燕
来
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
公
　
鳴

撫
芽
ぶ
き
や
う
や
く
村
も
動
き
出
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
と
し
子

ね
こ
ろ
ん
で
花
の
吹
雪
に
浸
り
け
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
千
登
世

　
　
蒲
生
句
会

初
夏
の
風
柄
の
新
し
き
鍬
使
う

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
翔
　
山

筍
の
ご
ろ
り
と
留
守
に
置
か
れ
あ
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
耕
　
山

宅
急
便
包
み
を
と
け
ば
新
茶
の
香

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
泥
　
水

筍
に
ひ
と
声
か
け
て
鍬
お
ろ
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
朴
　
雪

雪
解
け
て
壁
板
剥
げ
し
廃
校
舎

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
月
　
　
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
つ
づ
ら

か
ご
花
の
近
道
い
ま
も
葛
折
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
鐵
　
堂

鶯
や
う
つ
ら
う
つ
ら
と
夜
明
け
前

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
耕
人

　
じ
峠
路
に
雪
消
え
残
る
水
芭
蕉

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
折
　
人

妻
に
買
う
ぬ
れ
甘
納
豆
春
の
暮

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
龍
峰

　
　
短
　
　
　
　
歌

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ふ
と
ぶ
と

手
ご
た
え
は
悦
び
に
満
つ
太
々
の
ぜ

ん
ま
い
を
採
る
急
斜
面
に
て

　
　
　
あ
　
く

山
菜
の
灰
汁
に
染
ま
り
し
親
爪
の

マ
ニ
キ
ュ
ア
の
ご
と
茶
黒
く
な
り
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
柳
　
　
こ
め

な

為
す
こ
と
が
す
べ
て
裏
目
と
な
り
て

ゆ
く
切
な
き
夢
を
暁
に
見
つ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
本
山
　
祖
道

鶯
の
初
音
聞
き
た
る
朝
空
の
か
な
た

に
白
き
菱
ヶ
岳
見
ゆ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
笠
原
　
ト
ミ

丘
陵
の
わ
が
豪
雪
地
や
う
や
く
に

春
の
緑
の
萌
え
立
つ
五
月

　
　
　
　
　
　
　
　
　
野
石
　
　
念

〉
長
さ
2
・
5
層
は
あ
る
山
ウ
ド
、

田
沢
ま
ん
ぞ
う
商
店
前
に
て
。
味
の

方
は
い
か
が
で
し
た
か
？

　
5
月
2
2
日
の
午
前
、
松
代
の
デ
イ

サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
『
ほ
の
ぼ
の
園
』

へ
所
用
を
足
し
に
行
く
と
き
、
帰
ろ

う
と
し
て
あ
た
り
を
見
渡
し
た
と
き
、

保
育
園
の
周
辺
を
イ
ワ
ツ
バ
メ
が
飛

ん
で
い
る
の
に
気
づ
き
ま
し
た
。

　
松
代
町
で
は
、
奈
良
立
の
『
城
川

橋
』
の
下
に
い
く
つ
も
営
巣
を
し
て

い
て
、
た
く
さ
ん
の
イ
ワ
ツ
バ
メ
が

飛
び
回
っ
て
い
る
の
を
数
年
前
気
づ

き
ま
し
た
。
し
か
し
、
松
代
の
中
心

地
に
も
い
た
と
い
う
こ
と
を
初
め
て

知
り
ま
し
た
。

　
イ
ワ
ツ
バ
メ
は
、
普
通
の
ツ
バ
メ

よ
り
少
し
小
さ
く
、
鳴
き
声
も
チ
リ

リ
ッ
チ
リ
リ
ッ
と
短
く
鋭
い
声
で
、

尻
尾
が
い
わ
ゆ
る
燕
尾
服
の
よ
う
に

2
つ
に
分
か
れ
て
い
な
い
雀
の
尻
尾

と
同
じ
で
す
。
そ
し
て
何
よ
り
の
特

徴
は
飛
ん
で
い
る
と
き
に
背
中
か
ら

腰
の
部
分
が
真
．
っ
白
で
す
か
ら
、
一

目
で
そ
れ
と
わ
か
り
ま
す
。

　
も
と
も
と
イ
ワ
ツ
バ
メ
は
高
山
の

岸
壁
に
巣
を
か
け
る
も
の
で
す
が
、

こ
の
ご
ろ
は
駅
や
ホ
テ
ル
の
コ
ン
ク

リ
ー
ト
壁
に
巣
を
懸
け
る
よ
う
に
な

り
、
人
家
の
近
く
ま
で
や
っ
て
く
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　
こ
ん
な
こ
と
か
ら
奈
良
立
の
橋
の

コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
下
が
天
敵
の
侵
入

が
な
く
安
全
と
認
め
て
巣
を
営
ん
で

い
る
の
で
し
ょ
う
が
、
保
育
園
周
辺

の
建
物
も
安
全
地
帯
と
み
て
の
栄
巣

か
と
思
わ
れ
ま
す
。

　
普
通
の
ツ
バ
メ
は
人
家
の
改
造
に

よ
っ
て
巣
を
懸
け
る
場
所
が
減
少
し

て
住
宅
難
に
陥
っ
て
い
ま
す
が
、
イ

ワ
ツ
バ
メ
と
の
勢
力
圏
争
い
が
生
じ

て
い
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
在
来
の
も
の
と
、
他
所
も
の
と
の

混
在
は
人
間
社
会
も
同
然
で
す
が
、

難
し
い
問
題
を
は
ら
ん
で
い
る
よ
う

に
思
わ
れ
ま
す
。

　
写
真
の
イ
ワ
ツ
バ
メ
は
、
奈
良
立

か
ら
室
野
へ
の
路
上
に
交
通
事
故
か

な
に
か
で
落
ち
て
死
ん
で
い
る
の
を

拾
っ
た
も
の
で
、
今
年
の
雛
か
親
な

の
か
ど
う
か
は
不
明
で
す
。

　
素
早
い
ツ
バ
メ
や
イ
タ
チ
で
さ
え

も
よ
く
交
通
事
故
死
し
て
い
る
の
を

見
か
け
ま
す
。

　
　
（
写
真
と
文
　
高
橋
八
十
八
）

　
　
　
　
　
　
　
籔
翻
、

　
　
　
　
　
　
　
難

　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
禦
滅
、

　
　
　
　
　
　
　
〆
《

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
メイワツバ
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安皇で安心．し”もおいしい松代の＊

　町では、現在室野浄水場をはじめ、町内5ヶ所から給水を行っています。

　この水が、安全であるかを確認するため、毎月定期的に水質を調べています。そして、

町の水道水が水道法に定められた水質基準に適合し、飲料水として安全かどうか検査をし

ています。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．・　、、．、，轍

　結果は、すべての項目で基準を下回るものでした。

松代町簡易水道の水質検査結果
　　　　　健康に関する項目（29項目）

分類 項　　目　　名 水質基準値 松代地区 峠　地　区 海老地区 伊沢地区
病
原
生
物

一　　　般　　　細　　　菌 1m紳100個以内 0 0 0 0
大　　　腸　　　菌　　　群 検出されないこと 検出されず 検出されず 検出されず 検出されず

無
機
物
質
・
重
金
属

カ　　ド　　ミ　　ウ　　ム 0．01㎎μ以下 0．001㎎／¢未満 0．001㎎絶未満 0．OO1㎎1¢未満 0．001㎎／¢未満

水　　　　　　　　　　銀 0．0005㎎／¢以下0．00005㎎マ未満 0．00005㎎マ未満 0．00005㎎絶未満 O．00005㎎砲未満

セ　　　　　　レ　　　　　　ン 0．01㎎μ以下 O，001㎎！¢未満 0．001㎎〆尼未満 0。001㎎砲未満 0．001㎎犀未満

鉛 0．05㎎μ以下 0．001㎎／尼未満 0．001㎎／尼 0．001㎎／¢ 0．001㎎／¢未満

ヒ　　　　　　　　　　素 0．01㎎／尼以下 0．001㎎／¢未満 0．001㎎絶未満 0．001㎎〆尼未満 0．001㎎／尼

六　　価　　ク　　ロ　　ム 0．05㎎／¢以下 0．005㎎犯未満 0．005㎎／¢未満 0．005㎎／尼未満 0．005㎎／尼未満

シ　　　　　ア　　　　　　ン 0．01㎎／尼以下 0．001㎎絶未満 0．001㎎／¢未満 0．001㎎！尼未満 0．001㎎／¢未満

硝酸性窒素・亜硝酸性窒素 10㎎，犯以下 0．1㎎絶未満 o．1㎎砲未満 0。3㎎／尼 0。8㎎／尼

フ　　　　　ッ　　　　素 0．8㎎μ以下 0．08㎎惚未満 0．77㎎／尼 0．08㎎絶未満 0．08㎎昆未満

一
般
有
機
化
学
物
質

四　　塩　　化　　炭　　素 0．02㎎μ以下 O．0002㎎，／¢未満 0．0002㎎1尼未満 0．0002㎎，／¢未満 0．0002㎎雄未満

1，2一ジクロロエタ　ン 0．004㎎μ以下 0．0004㎎／¢未満 0．0004㎎犀未満 0．0004㎎兜未満 0．0004㎎／¢未満

1，1一ジクロロエチレン 0．02㎎μ以下 0．002㎎銘未満 0．002㎎砲未満 O．002㎎／¢未満 0．OO2㎎／¢未満

ジ　ク　ロ　ロ　メ　タ　ン 0．02mg／¢以下 0．002㎎惚未満 0．002㎎薦未満 0．002㎎琵未満 0．002㎎／£未満

シスー1，2一ジクロロエチレン 0。04㎎／尼以下 0．OO4㎎／¢未満 0．004㎎／尼未満 0．004㎎昆未満 0．004㎎／£未満

テトラクロロエチレン 0．01mgμ以下 0．001㎎／¢未満 0．001㎎／¢未満 0．001㎎／尼未満 0．001㎎／¢未満

1，1，2一トリクロロエタン 0．006㎎μ以下 0．0006㎎／¢未満 0．0006㎎昆未満 0．0006㎎昆未満 0．0006㎎／尼未満

ト　リ　クロロエチレン 0．03mg／¢以下 0．001㎎／¢未満 0．001㎎場未満 O．OO1㎎／尼未満 0．001㎎／¢未満

ベ　　　　ン　　　　ゼ　　　　ン 0．01㎎／¢以下 0．001㎎／¢未満 0．001㎎／¢未満 0．001㎎昆未満 0，001㎎／¢未満

消
毒
副
生
成
物

ク　　ロ　　ロ　　ホ　　ル　　ム 0．06㎎／¢以下 O，022㎎／¢未満 0．036㎎／尼 0．001㎎／尼未満 0．011㎎／尼

ジブロモクロロメタン 0．1㎎／尼以下 0．002㎎昆未満 0．002㎎／尼 0．001㎎μ 0．002㎎／¢

ブロモジクロロメタン 0．03㎎／尼以下 0．007㎎／¢ O，011㎎／尼 0．001㎎砲未満 O．006㎎／¢

ブ　　ロ　　モ　　ホ　　ル　　ム 0．09㎎／¢以下 0．001㎎昆未満 0．001㎎／尼未満 O．OO1㎎／¢ 0．001㎎昆未満

総　　ト　リ　ハ　ロ　メ　タ　ン 0．1mg／¢以下 0．031㎎／尼 0．49㎎／尼 0．002㎎／¢ 0．019㎎μ

農
　
薬

1，3一ジクロロブロペン 0．002㎎／¢以下 0．0002㎎昆未満 0．0002㎎／尼未満 0．0002㎎／£未満 0．0002㎎／尼未満

シ　　　　マ　　　　ジ　　　　ン 0．003㎎μ以下 0．0003㎎／尼未満 0。0003㎎招未満 O．0003㎎／尼未満 0．0003㎎／¢未満

チ　　　ウ　　　ラ　　　ム 0．006㎎／¢以下 0．0006㎎／¢未満 0．0006㎎昆未満 0．0006㎎／¢未満 0。0006㎎／¢未満

チ　オ　ベ　ン　カ　ル　ブ 0．02㎎μ以下 0，002mg／尼未満 0．002㎎，／尼未満 0．002㎎昆未満 0．002㎎昆未満

水道水が有すべき性状に関連する項目（17項目）

分類 項　　目　　名 水質基準値 松代地区 峠　地　区 海老地区 儲沢地区

色

亜　　　　　　　　　　　鉛 1．0㎎／マ以下 0．20mgμ 0．15㎎／¢ 0．01mgμ未満 0．01㎎μ未満

鉄 0．3㎎／尼以下 0．03㎎／¢ 0．04㎎／尼 0．03㎎μ未満 0．03㎎／¢未満

銅 1．0㎎μ以下 0．01㎎超未満 0．01㎎μ未満 0．01㎎μ未満 0．01㎎μ未満

マ　　　　ン　　　ガ　　　　ン 0．05㎎μ以下 0．005㎎／¢未満 0．005㎎μ未満 0．005㎎超未満 0．005㎎緯未満

昧
　
覚

ナ　　ト　　リ　　ウ　　ム 200㎎μ以下 11．0㎎／尼 13．0㎎μ 5．4㎎、／¢ 12．0㎎μ

塩　　素　　イ　　オ　　ン 200mg／¢以下 9．0㎎μ 12．0㎎μ 5．0㎎μ 8．0㎎μ

カルシウム・マグネシウム等（硬度） 300㎎／¢以下 24．0㎎／尼 26．0㎎μ 14．0㎎μ 111．Omg／尼

蒸　　発　　残　　留　　物 500㎎μ以下 103．0㎎μ 87．0㎎μ 74．0㎎μ 229．0㎎μ

有機物（過マンガン酸カリウム消費量） 10㎎／¢以下 1．6㎎μ 2．0㎎μ o．2㎎μ未満 1．0㎎μ

に
お
い

1，1，1一トリクロロエタン 0．3㎎／¢以下 0．001㎎μ未満 0．001mgμ未満 0．001㎎／尼未満 0．001㎎／¢未満

フ　ェ　ノ　ー　ル　類 0．005㎎／尼以下 0．005㎎超未満 0．005㎎／¢未満 0．005㎎μ未満 0．005㎎μ未満

発砲 陰イオン界面活性剤 0．2㎎μ以下 0．02㎎超未満 0．02㎎／¢未満 0．02㎎μ未満 0．02㎎／¢未満

基
礎
的
性
状

P　　　　　H　　　　値 5．8以上8．6以下 6．8 6．9 7．3 7．4

味 異常でないこと 異常なし 異常なし 異常な’し 異常なし

臭　　　　　　　　　　　気 異常でないこと 異常なし 異常なし 異常なし 異常なし

色　　　　　　　　　　度 5度以下 1度未満 1度 1度未満 1度未満

濁　　　　　　　　　　度 2度以下 0．1度未満 0．1度未満 0．1度未満 0．1度未満

蜜
晒

　　　　　灘
　　　　　韓、

耀　　　F　　1
　　　　鱗　　一　　　　■

　　　　　雛撚

　　　　　　萎

　
左
表
は
、
昨
年
8
月
に
採
取
し
た

水
道
水
の
結
果
で
す
。
環
境
の
変
化

と
と
も
に
安
全
性
を
確
保
す
る
こ
と

が
困
難
に
な
り
つ
つ
あ
る
中
、
当
町

の
水
道
は
、
安
心
し
て
飲
む
こ
と
が

で
き
ま
す
．

　禦鱒灘
，鱗　縫雛

丼
顔
瀕
棉

　　　、㌧瞬鍔

　彗

　　　　　　　　悔

す
べ
て
で

基
準
値
を
下
回
る

　
ど
ん
ど
ん
高
ま
る
水
の
需
要
に
対

し
て
、
水
道
の
水
原
は
、
限
ら
れ
た

量
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。

　
そ
う
し
た
中
で
、
今
後
も
便
利
で

快
適
な
生
活
を
し
て
い
く
た
め
に
も
、

わ
た
し
た
ち
一
人
ひ
と
り
の
節
水
の

工
夫
と
心
が
け
が
必
要
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。

　
町
で
は
、
今
後
も
、
水
道
の
環
境

の
維
持
が
で
き
る
よ
う
努
め
て
い
き

ま
す
。
（
水
道
に
関
す
る
問
い
合
わ
せ

は
、
3
F
建
設
課
水
道
室
ま
で
）
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漏水惨ありませんか？

　漏水は、水道メーターを確認することで簡単に発

見することができます。

　水道の蛇口を全部閉めた状態で、水道メーターの

パイロットが少しでも回転していれば、どこかで漏

水をしています。

　漏水を発見したら、指定事業所へ修理の依頼をし

てください。

　また、検針員がメーターを確認しますのでボック

スの上に物を置かないでください。

　　　※この水道　　　　　　　　（水の使用量を

　　　メーターは　　　　　　　　　表わします）
　　　123m3456尼　と

　　　読みます　　　　僧■隔

＼（1m3未満の水
量を表わしま
す）

　ゆい　2．⑭

璽紛
パイロット

水道メーター

指定事業所一覧

事業所名 住　所 電話番号
三　　六　　商　会 松代町室野 8－2203

関　　　商　　　店 松代町室野 8－2408

㈱前　田　商会 松代町松代 7－2072

小野島電気店 松代町松代 7－2159

センダヤ電器 松代町松代 7－2108

大和電建㈱ 松代町松代 7－2135

永　井　　工　　業 松代町室野 8－2200

高　橋　電　機 松代町千年 7－2625

でんきのこやどん 松代町犬伏 7－2512

㈱小野嶋建設 松代町太平 7－2118

㈱室野建設 松代町室野 8－2211

㈱　　美　佐　伝 十日町市
㈱　山　田　商会 頸　城　村

㈱石田工業所 上　越　市

㈲ナカ設備工業 十日町市
㈱　　　拓　　　越 十日町市
㈱村　山　商会 十日町市
㈱　　大　　海　　組 松之山町
㈱志賀　電設 松之山町

㊧虫歯のないよい歯の子
　　　　　　（％…虫歯のない子どもの割合）

　　　　輪羨璽馨轟総蓄馨馨轟β

佐
藤
　
　
仁

関
谷
裕
史

田
邊
　
　
渉

柳
　
詩
帆

久
保
田
智
哉

加小石川佐
藤嶋丸合藤

雅圭揺洋大
大太平平斗

憲雅雅克秀貴　伸誠正
一明行彦行志豊一司明

福寺松名松滝松松松太松松
島田代平代沢代代代平代代

西井佐菅相柳梧関小相関柳
潟上藤井澤　澤谷山沢谷
乃亜　　　　　　　 麻美
野由美敦瑠麻緋　弥里乃
子美蘭子美衣色翔恵花里空
弘久勝太一藤竜　　栄公幸
明　之一行雄彦靖浩一明伸

◎
次
回
歯
科
検
診
は
8
月
に
予
定

　
し
て
い
ま
す
。
（
住
民
課
衛
生
係
）

　6月25日は第42回衆議院議員総選挙

第1投票区会場の変更
　第1投票区（松代・小屋丸）は松代第1区民会館から

松代活性化センターに会場が変更になります。

午後6時にしめきる会場があります
　午後6時にしめきる会場がありますので、選挙広報を

確認ください。

不在者投票

　午前8時30分～午後8時
　役場庁舎1階保健室にて受付けています。

　詳しいことは、松代町選挙管理委員会まで

国営越後丘陵公園（管理センター　智0258－47－8001）

長岡市東方町中山1921－2

〈エクストリームのご案内〉

　人が伴走指示し、犬が複数の障害物をクリアーして、そのタイム

を競う「エクストリーム」大会が下記に予定されています。

期日　7月15日仕）～16日（日）

会場　公園内緑の千畳敷

問い合わせ　エクストリーム実行委員会

　　　　　　　　　　　　（盈静岡県富士宮市：0544－52－1515）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゆ

馨
郵
保
撫

　
平
成
n
年
度
に
、
郵
便
局
の
簡
易

保
険
の
保
険
料
や
郵
便
年
金
の
掛
け

金
の
還
元
融
資
を
受
け
た
事
業
は
次

の
と
お
り
で
す
。

◎
町
道
松
代
海
老
東
山
線
の
改
良
工

　
事
　
厚
生
年
金
と
国
民
年
金
の
掛
け
金

の
還
元
融
資
を
受
け
た
事
業
は
次
の

と
お
り
で
す
。

◎
松
代
地
区
簡
易
水
道
第
5
次
拡
張

　
事
業
（
室
野
の
第
1
配
水
池
新
設
、

　
浄
水
場
電
気
計
装
設
備
及
び
配
水

　
管
、
送
水
管
新
設
）

訳内業事の度年11成平

施
設
・
事
業
名

融
資
額

町
道
松
代
溜
老
東
山
線

　
　
　
　
道
路
改
良

九
｝
○
万
円

簡
保
資
金
　
　
計

九
一
〇
万
円

施
設
・
事
業
名

融
資
額

松
代
地
区
簡
易
水
道

　
第
5
次
拡
張
事
業

八
、
八
二
〇
万
円

年
金
資
金
　
　
計

ハ
八
二
〇
万
円
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新火葬場建設に着手
　　＋日町地域衛生施設組合ぎ　　　　　総合健診のお知らせ　　　　　　／
来年4月1日の使用占．向‘ナて、i《見つけよう私の健康法一生活習髄予防一》をテーマに健診！

　　　　　　　　　　／　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　／＋日町地域衛生施設組合では、新　／　を行ないます・あらかじめ地区及び個人毎に受付日時を指定して　／
火葬場建設に着手しました。　　　／

　　　　　　　　　　≦本体と電気工事等付帯工事を含　／
めると事業費は6億1110万円となっ　／

　　　　　　　　　　≦
ています。　　　　　　　／
施設は、3つの炉を備え、施設　／

　　　　　　　　　　≦
の規模について「松代町・十日町　／
市・川西町の年間の平均利用件類

は600件ほど。建設の火葬場は三市　／
町の利用に対応できる施設」と謁

しています。建物は、中庭を配し　／

　　　　　　　　　　≦た落ち着いたものとなっています。／

また、当町などから要望のあっ　／

　　　　　　　　　　≦た同施設への取付道路は、名ケ山　／
トンネルから150㍍ほど離れたとこ　／

　　　　　　　　　　≦ろに取り付ける予定です。　　　　／

　　　　　　　　　　≦
　　　　　　　　　　≦

目⑳夜竃自

窃窓胞の循喫冒
　　飾＠臼世施か

　
　
「

祭
の
祭

夜
目
音

前
1
9
観

祭
月
術
7
芸
る
の
な
地
も
大
と
一

あなたも記念の一発を打ち

上げてみませんか。

言羊しいことは、

　松代町商工会まで

　　　　　（智7－2006）

講演会のこ案内

一保健、医療、そして福祉ケア

◆日　日寺　7月25日（火）13：30～

◆会　場　クロス10中ホール

◆内　容　　「縛らないケアを実現

して」　ケアの質向上で利用者、

家族、地域の信頼と安心を一

と題して東京都上川病院総婦長田

中とも江さんの講演会を開催

◆人　員　先着30人

◆申込み　7月17日（月）までに十日

町保健所地域保健課保健指導係（魯

0257－57－2400）

います。受付票を確認のうえ都合の悪い場合は、係まで連絡くだ

さい。（保健衛生係：暦7－2220　内線30番）

1　実施期間　7月3日（月）～7日㈹

2　会　　　場　松代町総合体育館（智7－3752）

3　必要なもの　受付票、健康手帳及び必要料金（70歳以上の

　　　　　方の検診は全て無料です。）

4検診内容
項　　目 対　　象 実施日 受付時間 金額

歯科検診 希　望　者
7月4日（火）
～6日（木）

午前8時30分～11時
午後1時～3時
＜7日働は
　午前11時で終了＞

無料

基本健診 30歳以上の人
7月3日（月）

～7日㈹

1，300円

胸部レントゲン 全　　　　員 無料

胃がん検診 40歳以上の人 個人ごとに指定 1，000円

5　基本健診地区別日程

月　日 午　　　　　前 午　　　　　後

7月3日（月）
松代（1～7班）・田沢・田野

倉・竹所・木和田原

松代（31～36班）・菅刈・蓬平・

仙納・莇平・小貰

7月4日（火）
松代（22～25・37～51班）・寺

田・福島・奈良立・峠

松代（26～30班）・室野

7月5日困
松代（8～13班）・東山・海老・

儀明

蒲生・名平

7月6日休）
松代（17・18班）・千年・池尻・

会沢・清水・桐山

松代（14～16班）・小荒戸・太平・小屋

丸・池之畑・下山・片桐山・滝沢

7月7日㈹
松代（19～21班）・犬伏・孟地・

中子・苧島

　
　
　
真
夏
の
夜
、
野
村
万
作
・
萬
斎
父

コ血
ハ
子
ら
現
代
を
代
表
す
る
狂
言
師
よ
る

祭
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、

、
　
薪
の
あ
る
狂
言
「
真
夏
の
笑
）
祭
典
」

レ笑
が
行
わ
れ
ま
す
．

動
狂
言
は
・
・
能
楽
の
演
目
の
間
に
行

真
わ
れ
て
い
た
笑
い
を
主
体
と
す
る
演

　
る
技
で
、
昔
の
話
し
言
葉
で
皮
肉
や
風

詠
刺
を
表
現
し
た
も
の
で
、
省
略
と
誇

む子
張
と
い
う
狂
言
独
自
の
ユ
ー
モ
ア
あ

父
る
滑
稽
ぶ
り
が
笑
い
を
誘
い
ま
す
・

斎
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
．

弗禺物語り

も
単
純
で
短
く
、
飽
き
ず
に

．
　
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

作鰭
泌
、
、
．
難
難
舗
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
『
「
、
曜
　
　
　
サ
　
　
鷺
　
、

鰹
．
，
　
灘
顯
、
羅
、
、
㎜
一

さ
　
丁
　
慧
　
難
　
癒
騨
幽
、
㎜
蝋

る
　
・
、
，
．
獅
漏
議
．
購

あ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ザ
ザ
　
　
サ

さ
城
、
　
”
、
p
耀
撚
、
，
藁
騒

頚
　
　
　
　
　
　
　
　
　
捌
鰻
、

皐
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
撚
姦
灘
編
翻
、
、
敵

　
こ
の
公
演
は
、
「
ま
つ
の
や
ま
芽
吹

き
会
」
と
松
之
山
町
の
共
催
に
よ
る

も
の
で
今
年
で
4
回
目
に
な
り
ま
す
。

　
会
場
は
、
松
之
山
町
自
然
休
養
村

セ
ン
タ
ー
の
近
く
に
あ
る
山
の
上
の

能
楽
堂
（
通
称
招
魂
社
）
に
お
い
て

行
わ
れ
ま
す
。
松
之
山
中
学
校
入
口

で
受
付
を
済
ま
せ
た
後
、
会
場
ま
で

三
百
材
あ
る
坂
道
を
歩
い
て
い
き
ま

す
。
山
頂
に
あ
る
会
場
は
、
日
が
沈

む
と
昼
間
の
暑
さ
を
忘
れ
さ
せ
て
く

れ
る
ほ
ど
、
心
地
よ
い
風
が
吹
き
ま

す
。
茅
葺
の
能
楽
堂
の
周
り
に
は
、

あ
ち
こ
ち
で
薪
が
た
か
れ
、
唐
傘
を

使
っ
た
照
明
が
幻
想
的
な
雰
囲
気
を

醸
し
出
し
ま
す
。

　
興
味
の
あ
る
方
は
、
ぜ
ひ
、
ご
覧

く
だ
さ
い
。

◆
期
　
日
　
8
月
7
日
㈲

◆
開
演
午
後
7
時

◆
問
い
合
わ
せ
先
　
松
之
山
町
振
興

課
（
費
0
2
5
5
9
1
6
－
3
1
4

1
）
ま
で
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ご
存
知
で
す
か
？

入
院
食
事
療
養
費

の
減
額
認
定
に
つ

し
て

⇔
対
象

　
国
民
健
康
保
険
加
入
世
帯
及
び
老

人
保
健
該
当
世
帯
（
7
0
歳
以
上
）
で

次
の
条
件
の
方

⇔
申
請
条
件

　
住
民
税
が
非
課
税
世
帯
の
方

⇔
申
請
に
必
要
な
も
の

　
保
険
証
（
老
人
保
健
該
当
の
方
は

老
人
保
健
医
療
受
給
者
証
）
と
印
鑑

⇔
問
い
合
わ
せ

　
住
民
課
国
民
健
康
保
険
及
び
老
人

保
健
担
当
ま
で

⇔
分
譲
内
容
　
昨
年
7
月
に
分
譲
開

始
し
ま
し
た
ま
つ
だ
い
駅
前
ニ
ュ
ー

タ
ウ
ン
に
つ
き
ま
し
て
は
、
分
譲
2
0

区
画
の
内
、
1
5
区
画
を
ご
購
入
い
た

だ
き
ま
し
た
。
本
年
度
も
昨
年
の
残

り
5
区
画
に
、
新
た
に
3
区
画
（
分

譲
地
位
置
図
の
①
②
③
区
画
）
を
加

え
た
8
区
画
を
分
譲
い
た
し
ま
す
の

で
、
ご
希
望
の
方
は
お
早
め
に
お
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。
①
②
0
区
画
に

つ
い
て
は
、
6
月
2
7
日
午
前
8
時
3
0

分
よ
り
先
着
順
で
受
付
い
た
し
ま
す
。

⇔
分
譲
条
件
　
今
ま
で
と
変
わ
り
ま

せ
ん
が
、
②
区
画
に
つ
い
て
は
①
ま

た
は
③
区
画
と
の
抱
き
合
わ
せ
分
譲

も
可
能
で
す
．

　
申
し
込
み
及
び
問
い
合
わ
せ
は
、

建
設
課
ま
で
．

鞭国

国
民
年
金
　
受
給
資
格

期
問
に
満
た
な
い
人
は

60

歳
を
過
ぎ
て
か
ら
も

加
入
が
で
き
ま
す
。

⇔
老
齢
基
礎
年
金
を
受
け
取
る
た
め

の
条
件

　
国
民
年
金
の
納
付
期
間
が
2
5
年
以

上
あ
る
こ
と
。
ま
た
、
満
額
を
受
け

取
る
た
め
に
は
、
4
0
年
間
保
険
料
を

払
う
こ
と
が
必
要
で
す
。

　
国
民
年
金
の
加
入
は
2
0
歳
か
ら
6
0

歳
ま
で
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、
条
件

を
満
た
し
て
い
な
い
人
等
に
は
、
希

望
に
よ
り
60
歳
か
ら
65
歳
ま
で
の
間

国
民
年
金
に
加
入
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

　
ま
た
、
昭
和
3
0
年
4
月
1
日
以
前

生
ま
れ
の
人
で
、
受
給
資
格
に
満
た

な
い
場
合
は
、
7
0
歳
ま
で
の
間
加
入

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

区画

番号

面積

m2

単価

円／m2

分譲価格

　円

参考

坪 円／坪

0 412．91 12，000 4，954，920 124．91 39，669

② 316．OI 12，000 3，792，120 95．59 39，669

0 413．44 13，500 5，581，440 125．07 44，628

④ 414．76 13，000 5，391，880 125．46 42，975

o 414．64 13，000 5，390，320 125．43 42，975

⑥ 485．85 16，500 8，016，525 146．97 54，545

⑦ 467．72 16，500 7，717，380 141．49 54，545

⑧ 509．92 17，000 8，668，640 154．25 56，198

考えよう　あなたの人権　わたしの人権

一「人権の花」を松代小学校で育てています一

　21世紀は人権の世紀と言われています。すべての人々

の人権が尊重される社会を実現するためにわたしたち

一人一人が身近な差別や偏見について考えることが必

要です。

　全国5000人の行政相談委員は、役所の仕事、J　R・

N　T　T・日本たばこや公庫・公団・事業団といった特

殊法人の仕事について苦情などをお聞きしています。

　相談は、無料で秘密は守られますので、お気軽にご

相談ください。（行政相談委員は民間有識者の中から総

務庁長官が委嘱しています。）

僧　　鴨樋藤鍛

一瓶
ノ
櫛
　
畔

窟

会④皆澄、ん

齋藤充代　太平　さいとう（暦7－2835）

纏
轟
鷲も鵜　広報5月号で齋藤充代さんを人権擁護委

員と紹介しましたが、心配ごと相談員の誤

りです。訂正し、お詫びします。

訂
　
正
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○募集学生と入学金

o全科履修生

（卒業を目指す学生1万8千円）

o選科履修生

（1年間在学する学生6千円）

o科目履修生

（1学期間在学する学生4千円）

　科目約300科目で構成
○問い合わせ・資料請求（無料）

　新潟学習センター（盈025－228－

2651〒951－8122新潟市旭町通り
1－754）

ッッガムシ病の予防について

　農作業などで山林や草地に入

るときはツツガムシに刺されな

いよう次の点に注意しましょう。

（1）肌を出さないようにする。

（2）草むらでは、衣類を置いた

　り休憩をしない。

（3）防虫スプレーを使用する。

新潟県総合スタジアム（仮称）

愛称募集について

　2002年ワールドカップサッカー

大会の新潟会場となるスタジア

ムが平成13年春に完成します。

スタジアムは、サッカーをはじ

め陸上などの競技スポーツやイ

ベントも実施できる施設です。

　今回多くの人から親しみがも

てる「愛称」を募集しています。

囹スタジアム概要

置
容
根
備
設

位
収
屋
設
併

県立鳥屋野潟公園内

43，000人

テフロン膜

85傷ン映像

健康づくり拠点施設

O応募方法
①愛称（ふ『）がな）②理由③住所④

氏名（ふりがな）⑤年齢⑥性別⑦

職業（学校名と学年）⑧電話番号

○応募期問　6月5日（月）～7月
17日（月）当日消印有効

○応募先及び問い合わせ先

〒950－8570新潟市新光町4－1

都市計画課公園緑地室スタジア
ム管理班（智025－280－5265直通）

リウマチ患者・家族のつどい

○日時　6月30日㈹　13：30～

○会場　上越総合福祉センター

　　（上越市木田新田乙78－1）

○内容　　「リウマチ患者の生活

工夫」と題して中央病院リハビ

リ科技師長阿部正人さんの講演

及びグループ座談会

○参加　無料

○申込先　6月23日までに上越

保健所地域保健課まで
　　　　　（暦0255－24－6132）

○日時　6月30日㈹　10：30～

○会場　東北電力十日町営業所

○内容　イタリアンピザ教室
○定員　18名（はじめての方大歓迎）

○受講料　500円

○その他　エプロン持参

○申込先　十日町営業所お客様
センター（奮0257－52－3107）

　北陸農政局では、小学校高学

年を対象としたパンフレットと

参考書を作成。小学校に配布し、

あわせて、出前教室を行ってい

ます。申し込み、問い合わせは

下記まで。

　北陸農政局企画調整室（盈076－

263－2161・圃076－232－3169）

がんばるお父さんお母さん体験活動

⇔海とカヌーを楽しもう
○期日　6月24日（土）～25日（日）

○会場　県立青少年研修センター

○対象　お父さんお母さん、P

T　Aや青少年活動指導者

　※児童生徒の同伴可

○定員　40人

○経費　3，500円／人

○申込先　県立青少年研修セン
ター（智0256－77－2211）〒953－0012

巻町越前浜5597－1携行品や日

程は申込時確認ください。

上越教育大学文化講演会の

　　　　お知らせ

○日時　6月24日（土）14：00～

○会場　上越教育大学講堂

○内容　「遠くて近い版の世界一

版画は昔から身近なもの一」と

題して現代版画家で東京学芸大

学教授の中林忠良さんの講演を
行います。

○入場料　無料

○問合わせ先　上越教育大学教

務課研究協力担当（暦0255－21－

3278）

○日時　7月8日（土）～9日（日）

　8日　10：00～17：00
　9日　10：00～15：00
0会場　十日町クロス10
0内容　家具など全国30施設か

ら3千点出品

豪蘇客船総飛驚鉗船内見響

会の串込みのお鋼らせ

　8月22日（幻柏崎港中浜埠頭に

おいて見学会を開催しますので、

希望する方は、往復はがきにて

下記の要領でお申込みください。

○定員　210人
○締切　7月19日（当日消印有効）

○当選発表　返信ハガキ8月4
日発送

○往復ハガキ記入事項

往信おもて　〒945－8511柏崎市役

所道路河川課内柏崎港整備・利

用促進協議会事務局　宛

往信うら　①申込者住所②代表

者氏名③参加希望者3人までの
氏名（ふレ）がな）、年齢、性別④連

絡先の電話番号

返信おもて　代表者の住所氏名

返信うら　事務局が抽選結果記

載

○問い合わせ先

　事務局（盈0257－21－2285）

　防衛庁では次のとおり自衛官

を募集しています。受付期間は

8月7日～9月8日で、詳しい
ことは自衛隊高田募集事務所（智

0255－23－5519）までお問い合わ

せください。

02等陸・海・空士／対象：男
女18歳～27歳未満の人

○曹候補士／対象：男女18歳～

27歳未満の人

○一般曹候補学生／対象：男女

18歳～24歳未満の人

○航空学生／対象：男女18歳～

21歳未満の高校卒業（見込）の人

消防防災機器の開発・改良と

論文の募集についで

　消防庁では、消防団員や一般

の方から消防防災機器の開発や

改良に関することと消防防災科

学論文について作品を募集して
います。

　詳しいことは、自治省消防研
究所まで（暦0422－44－8331庶務

課）〒181－8633三鷹市中原3－14－1
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第5回　新潟県司法書士会

阿法書士と社会福祉士による

　　　　シルバー難0番課

お年寄りや知的障害、精神障

害、身体障害のある方の相続、遺

言、贈与及び介護・福祉や後見

人に関する相談を下記にて受付

けていますのでご利用ください。

○日時　6月24日仕）

　　10：00～16：00
0受付電話番号（025－224－0831）

相談は無料で、秘密は厳守し

ます。なお、面談を希望する人

は前もって下記に予約ください。

詳しくは新潟県司法書士会

　　（智025－228－1589）まで

生産者が消費者や販売業者に

直接米を販売するときは、食糧

事務所にあらかじめ届け出るこ

とが必要です。

この届け出用紙は農協や役場

農林課窓口にあります。また、

郵送やFAXで受付けています。

新潟食糧事務所十日町支所（智

0257－57－6521・圃0257－57－6522

十日町市下川原44）

放送大学では10月入学の学生

を募集しています。同大学は、

テレビやラジオで授業を行う正

規の通信制大学です。

○募集期間　6月15日～

　　　　8月15日

2000【平成12年6・7月】行事カレンダー

6
／
2
0

火 大安 松代浄化センター竣工式 6 木 仏滅
総合健康診査

総合体育館8：30～15100

21 水 赤口
松代町ゲートボール選手権

大会総合グランド 7 金 大安
小暑
総合健康診査
総合体育館8：30～15：00
心配ごと相談デイサービスセン
ター9：00～（担：斎藤）

22 木 先勝

夏至

日本脳炎予防接種
総合センター（1：30～2：00）

8 土 赤口

23 金 友引

心配ごと相談

デイサービスセンター
9：00～（担：宮沢）

9 日 先勝
松代町婦人ソフトノぐレーボー

ル犬会総体
フリーマーケット『愛の風』
松代中央線10：00

24 土 先負
春季町長アーチェリー大会

アーチェリー場
10 月 友引

25 日 仏滅
第8圃松代町パターゴルフ
大会芝峠鑑泉
フ》一マーケット『愛の風』
松代中央線10：00～

H 火 先負
三種混合予防接種
総合センター1：30～2：00

26 月 大安 12 水 仏滅

27 火 赤口
平成12年第2回松代町議会
定例会議（～28日）

13 木 大安

28 水 先勝 14 金 赤口

心配ごと相談デイサービスセンター
9：00（担：石黒）

松代町高齢者スポーツ大会総合体育館

（問：社会福祉協議会）

29 木 友引

犬・猫引取日役場前9：55引取料1，630

円（印紙）

松寿大学総合センター8：40～

日本脳炎予防接種松代中1：30～2：00

15 土 先勝

30 金 先負
心配ごと相談デイサービス

センター9：00～（担：柳）
i6 目 友引

7
／
1
土 仏滅 17 月 先負

2 日 赤口 18 火 仏滅

3 月 先勝
総合健康診査
総合体育館8：30～15：00

19 水 大安

観音祭り八王子交流自然体験教室（19～

22日）

大地の芸術祭

越後妻有アートトリエンナーレ2000前夜祭

4 火 友引
総合健康診査
総合体育館8：30～15：00

20 木 赤口

海の日

観音祭り

大地の芸術祭

越後妻有アートト11エンナーレ2000開会

5 水 先負
総合健康診査
総合体育館8：30～15：00

ほくほく杯争奪ゲートボール大会

十日町市

MEMO

　　　　　7月（文月JULY）

　
　
　
子
ど
も
の
広
場

◇
県
立
自
然
科
学
館

　
　
（
奮
0
2
5
－
2
8
3
－
3
3
3
1
）

　
　
　
　
　
　
　
休
館
日
毎
週
月
曜

科
学
映
画
会
「
科
学
技
術
映
像
祭
入
選
作

品
の
上
映
」
6
月
1
1
～
1
2
日
（
土
・
日
）

①
n
時
～
　
②
1
4
時
～

プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
「
ド
ラ
え
も
ん
と
さ
が

そ
う
宇
宙
の
と
も
だ
ち
」
6
月
1
0
日
ω
～
／

小
中
鋤
円
・
大
人
㎜
円
（
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ

ム
は
小
中
㎜
円
・
大
人
㎜
円
増
し
）

◇
ド
ー
ム
中
里
き
ら
ら

（
U
モ
ー
ル
内
　
平
日
費
0
2
5
7
－
6

3
－
4
4
7
8
／
土
・
日
・
祝
祭
日
盈
同

6
3
－
2
4
1
4
）

毎
週
日
曜
日
午
前
n
時
～
定
期
投
影
／

テ
ー
マ
「
よ
だ
か
の
星
」
”
今
月
は
宮
沢

賢
治
の
作
品
を
紹
介
し
ま
す
。
料
金
一
般

㎜
円
・
中
学
生
以
下
㎜
円
（
開
館
5
周
年

を
記
念
し
て
松
代
町
・
松
之
山
町
を
含
む

十
日
町
広
域
圏
の
保
育
園
、
小
中
学
校
及

び
福
祉
施
設
の
団
体
利
用
は
無
料
で
す
。
）

◇
リ
ー
ジ
ョ
ン
プ
ラ
ザ
上
越

　
（
盈
0
2
5
5
－
4
4
－
2
1
2
2
）

　
　
　
　
休
館
日
1
9
日
㈲
・
2
6
日
㈲

上
越
科
学
館
○
科
学
実
験
Q
＆
A
　
B
・

25
日
①
n
一
3
0
～
②
1
3
”
3
0
～
③
1
5
“

30
～
ク
イ
ズ
を
交
え
た
シ
ョ
ー
　
○
映
画

会
　
1
8
・
2
4
・
2
5
日
①
1
0
“
3
0
～
②
1
4
”

30
～
こ
ぎ
つ
ね
の
お
く
り
も
の
　
○
科
学

工
作
教
室
　
2
4
日
　
1
4
“
0
0
～
1
5
“
0
0
身

近
な
材
料
を
使
っ
た
工
作

　
※
料
金
小
中
㎜
円
・
大
人
姻
円
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ひまわりの会地域づくり活動のグループ

轟業を楽しむ会
　　癌塾欝）捨　1総鳶教取

翻灘

　
　
　
　
　
　
雛
輪
　

繭
艦
蕊
雄

　
わ
た
し
た
ち
、
ひ
ま
わ
り
会
は
大

勢
の
方
か
ら
協
力
を
い
た
だ
い
て
山

菜
を
味
わ
う
会
を
、
2
1
回
続
け
て
き

ま
し
た
。

　
昭
和
52
年
3
月
5
日
に
食
生
活
改

善
推
進
員
の
一
期
生
2
5
名
で
ひ
ま
わ

り
会
が
発
足
、
記
念
す
べ
き
第
一
歩

で
し
た
。
そ
れ
か
ら
、
い
ろ
い
ろ
な

料
理
の
講
習
を
重
ね
て
き
ま
し
た
。

内
容
を
あ
げ
て
み
る
と
、
変
わ
り
巻

き
寿
司
と
鯉
の
あ
ら
い
を
西
潟
都
伊

子
さ
ん
、
押
し
寿
司
を
五
十
嵐
米
子

さ
ん
、
牛
乳
か
ん
て
ん
を
関
谷
み
つ

さ
ん
、
山
菜
料
理
を
石
沢
セ
イ
さ
ん

と
先
輩
方
が
講
師
で
し
た
。
そ
し
て
、

1
年
を
通
し
て
緑
黄
色
野
菜
を
食
べ

る
方
法
は
な
い
も
の
か
と
話
し
合
い

ま
し
た
。
こ
の
土
地
の
山
菜
を
生
か

し
た
何
か
な
い
も
の
だ
ろ
う
か
と
は

じ
め
た
の
が
『
山
菜
を
味
わ
う
会
』

で
し
た
。

　
1
回
目
の
会
費
は
千
5
百
円
に
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
長
岡
市
、

上
越
市
や
十
日
町
か
ら
伽
人
の
参
加

が
あ
り
ま
し
た
。
そ
の
と
き
に
N
S

T
で
T
V
放
映
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、

昭
和
5
8
年
に
は
新
潟
日
報
に
味
わ
う

会
の
様
子
が
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。
6

回
目
の
楽
し
む
会
は
、
大
雪
で
山
菜

が
揃
わ
ず
、
タ
ラ
の
芽
と
ワ
サ
ビ
菜

が
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
会
費
は
2

千
円
で
し
た
。
7
回
目
の
楽
し
む
会

は
、
少
林
寺
本
堂
で
行
い
、
参
加
者

は
千
葉
埼
玉
か
ら
も
集
ま
り
、
瑠
人

で
し
た
。
こ
の
模
様
は
新
潟
日
報
で

も
紹
介
さ
れ
て
い
ま
す
。
昭
和
61
年

5
月
1
8
日
開
催
の
第
8
回
は
励
人
と

少
林
寺
本
堂
い
っ
ぱ
い
と
な
り
ま
し

た
。
第
9
回
は
総
合
セ
ン
タ
ー
に
場

所
を
移
し
て
会
費
を
2
千
珈
円
、
㎜

人
で
し
た
。
こ
の
と
き
の
模
様
が
、

N
H
K
ラ
ジ
オ
の
「
電
話
で
こ
ん
に

ち
は
」
で
オ
ン
エ
ア
ー
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
農
山
村
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
に
松

代
町
の
イ
ベ
ン
ト
に
紹
介
さ
れ
ま
し

た
。
昭
和
63
年
に
第
1
0
周
年
記
念
式

典
を
兼
ね
て
行
い
ま
し
た
。
参
加
捌

人
、
会
員
1
8
人
と
協
力
者
5
人
で
行

い
ま
し
た
。
記
念
誌
と
松
代
町
の
食

暦
を
発
行
し
ま
し
た
。
平
成
2
年
の

第
n
回
は
少
林
寺
を
会
場
に
会
費
3

千
円
で
幽
人
。
翌
年
の
1
2
回
は
、
会

場
を
芝
峠
温
泉
で
行
い
、
圏
人
。
町

か
ら
も
協
力
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

第
1
6
回
は
ふ
る
さ
と
会
館
を
会
場
に

行
い
ま
し
た
。
こ
の
と
き
は
新
潟
日

報
の
山
菜
採
り
の
取
材
も
あ
り
、
楽

し
む
会
当
日
に
写
真
入
り
で
朝
刊
に

記
事
が
出
た
の
に
感
動
、
1
日
楽
し

く
働
き
ま
し
た
．

　
雪
の
少
な
い
と
き
は
、
ふ
き
の
と

う
が
な
く
て
長
野
県
堺
ま
で
出
か
け

た
こ
と
を
思
い
出
し
ま
す
。
今
年
も

5
月
2
1
日
に
定
員
を
超
え
る
鵬
人
を

受
付
、
松
代
病
院
の
登
坂
院
長
先
生

を
は
じ
め
、
見
附
か
ら
2
0
人
ほ
ど
の

人
た
ち
と
一
緒
に
駆
け
つ
け
た
石
沢

セ
イ
さ
ん
ほ
か
先
輩
の
方
か
ら
も
お

い
で
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
仲
間
の
顔
が
見
た
い
、
怒
っ
た
り
、

笑
っ
た
り
、
そ
し
て
、
最
後
は
や
さ

し
く
話
し
か
け
ら
れ
た
り
…
。
仲
間

は
本
当
に
宝
で
す
。

　
水
道
の
ホ
ー
ス
一
本
で
は
じ
め
た

ひ
ま
わ
り
会
で
す
。

　
　
　
（
文
・
高
橋
キ
ヨ
子
さ
ん
）

同團鋤國回
（4月26日～5月25日）

幸せ多い人生を（婚姻）

小堺　国彦・福島由紀子さん

（儀明・じょうしゅう、松代・きよしや）

市川　勝也・高橋　久美さん

（松代・まいさか、莇平・まさいん）

池田　清人・関谷　里美さん

（田野倉・せいべい、松代・なかや）

小島　伸也・高橋美和子さん

（犬伏・にざえもん、太平・しょうごろう）

ご冥福をお祈りします（死亡）

若月　延夫さん　　　　　89歳

　　　　　　（海老・あめや）

石口　倉蔵さん　　　　　91歳

　　　　　（松代・あさひや）

小林　豊保さん　　　　　　97歳

　　　　　　（蒲生・たっぽ）

小堺平治郎さん　　　　　　79歳

　　　（儀明・じょうしゅう）

村山冨貴悦さん　　　　　83歳

　　　　　（室野・きんぜん）

武田　　實さん　　　　　72歳

　　　　　（千年・ねえさん）

　男　2，151人　　（一8人）

　女2，206人（＋2人）
　計　　4，357人　　（一6人）

世帯数1，431世帯（一4世帯）

　出生0人　　死亡4人
　転入10人　　転出12人
　　　（12年5月末日現在）

一人ロの動き一

舞
かへ
Sのノ

ま
ち
づ
く
り
に
＝
一
目

　
住
民
の
参
加
や
地
域
へ
の
参
加
が
あ
っ

て
こ
そ
町
づ
く
り
、
村
づ
く
り
と
な
る

こ
と
と
思
い
ま
す
。

　
今
度
直
接
支
払
い
制
度
の
中
で
地
域

づ
く
り
賞
、
ア
イ
デ
ア
賞
を
考
え
て
は

い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

　
今
ま
で
に
ど
の
町
も
村
も
同
じ
こ
と

を
や
っ
て
、
地
域
が
抱
え
る
悩
み
は
地

域
で
解
決
し
よ
う
と
し
て
き
ま
し
た
。

そ
れ
が
今
度
直
接
支
払
と
い
う
形
の
中

で
、
集
落
の
先
が
見
え
て
く
る
よ
う
な

気
が
し
ま
す
。

　
集
落
の
お
金
は
集
落
で
、
と
言
わ
な

い
で
、
何
か
こ
の
機
会
に
考
え
て
み
て

は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。
集
落
へ
の
行

政
の
指
導
も
大
切
な
要
素
と
思
い
ま
す
。

答
地
域
活
性
化
に
向
け
、
住
民
の
啓
発

　
　
の
た
め
に
良
い
提
案
か
と
考
え
ま
す
。

　
制
度
の
規
定
上
、
町
か
ら
の
指
示
は

で
き
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
集
落
協
定
の

策
定
の
機
会
に
集
落
全
体
で
お
話
し
を

い
た
だ
き
、
取
り
組
ん
で
い
た
だ
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

圃
園
圏
囹

　
夏
の
渡
り
鳥
と
し
て
親
し
ま
れ
て
い
る

ホ
ト
ト
ギ
ス
の
雄
が
「
て
っ
ぺ
ん
か
け
た

か
」
と
聞
こ
え
る
大
き
な
声
で
鳴
く
の
に
、

ふ
と
夜
目
を
さ
ま
し
、
朝
を
迎
え
た
日
の

こ
と
。
山
の
緑
の
陰
影
に
も
、
初
夏
を
感

じ
る
こ
の
ご
ろ
で
す
。
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